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針（抜粋）

合
い
体
制
の
構
築
、
ま
た
、
社
会
福
祉
法

人
、
自
治
会
、
医
療
機
関
、
住
民
等
の
多

様
な
主
体
に
参
画
を
求
め
、
地
域
の
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
の
堅
持

　

休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
当
番

医
制
等
に
よ
る
一
次
救
急
体
制
、
病
院
群

輪
番
制
に
よ
る
二
次
救
急
体
制
を
堅
持
し

ま
す
。

　

今
後
と
も
各
地
域
に
お
い
て
、
医
療
従

事
者
の
確
保
に
全
力
を
尽
く
し
、
医
療
機

器
等
の
整
備
を
行
い
、
医
療
の
提
供
体
制

が
低
下
し
な
い
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
健
康

の
維
持
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
が
大
切

で
す
。
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
高
齢
者
が
先
生

役
と
な
り
、
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
活
躍
の
場
と
な
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　

減
塩
等
に
留
意
し
た
健
全
な
食
生
活
の

実
践
や
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に
努
め
、

健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、10
月
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」で
は
、萩
市
に
お
い

て
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

志
を
育
て
る
人
づ
く
り

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
す
。

　

被
災
の
経
験
と
教
訓
を
後
世
に
継
承
す

る
た
め
、
記
録
誌
の
作
成
と
と
も
に
災
害

対
応
訓
練
の
実
施
な
ど
、
防
災
や
減
災
、

自
助
や
共
助
の
意
識
を
醸
成
し
ま
す
。

公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

１
０
０
％
の
達
成
を
目
指
し
て

　

学
校
施
設
は
、
災
害
時
に
は
地
域
住
民

の
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
も
担
う
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
公
立
小
中
学
校
施
設

の
耐
震
化
に
取
り
組
み
、
平
成
27
年
度
末

に
は
耐
震
化
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
す
。

情
報
収
集
・
伝
達
手
段
の
強
化

　

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
更
新
を

支
援
し
、
未
整
備
地
区
沿
岸
部
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
設
置
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
情
報
を
高
齢
者
・
障
が
い
者
宅
の
電

話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
自
動
で
お
知
ら
せ
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま
す
。

　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
が
、
昨
年
末
に
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
で
も
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
諸
課
題
に
対
応
し
ま
す
。

萩
の
創
生

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
が
始
ま
り
、

世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
た
機
運
も
高
ま

る
中
、
観
光
振
興
を
基
軸
に
雇
用
の
創
出

や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
支
援
な
ど
を
柱
に
「
萩
の
創
生
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

人
口
定
住
へ
の
取
り
組
み

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
導
入
を
は

じ
め
、
空
き
家
を
活
用
し
た
支
援
策
や
移

住
前
後
に
お
け
る
相
談
体
制
の
拡
充
な

ど
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
ま
す
。

　

田
万
川
・
須
佐
地
域
で
は
、
市
外
在
住

者
を
対
象
と
し
た
子
育
て
世
代
向
け
低
家

賃
住
宅
の
建
設
に
よ
り
再
生
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

保
育
料
は
、
同
時
入
所
２
子
目
以
降
の

無
料
化
を
幼
稚
園
お
よ
び
事
業
所
内
保
育

所
ま
で
広
げ
、
第
３
子
以
降
の
全
額
ま
た

は
半
額
助
成
を
３
歳
以
上
園
児
に
拡
大
し

ま
す
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
対
象

を
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
市
内
の
高
等
学
校
等
に
通
学

す
る
生
徒
に
対
し
て
通
学
費
の
助
成
を
行

い
、
市
内
の
生
徒
が
地
元
の
高
等
学
校
へ

進
学
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応

　

日
常
の
助
け
合
い
や
災
害
時
要
援
護
者

の
避
難
支
援
な
ど
住
民
共
助
に
よ
る
支
え

萩市議会３月定例会初日（３月３日）に、野村市長が市政
運営の基本的な考え方や主要施策について表明しました。
（萩市議会３月定例会市長施政方針から）

建設中の小川交流センター
（３月下旬）

　

平
成
25
年
の
集
中
豪
雨
災
害
以
降
、
全

力
を
挙
げ
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
目
に
見
え
る
形
で
復
旧
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
国
・

県
な
ど
の
関
係
機
関
と
十
分
な
調
整
を
図

り
、
地
域
の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
・
再
生
へ

の
取
り
組
み

　

市
の
公
共
土
木
施
設
の
復
旧
工
事
は
完

了
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。県
管
理
の
須
佐
川
・

田
万
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、
一
日

も
早
い
完
了
を
県
に
要
請
し
ま
す
。

　

農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て

は
、
河
川
改
修
の
た
め
未
着
手
だ
っ
た
被

災
農
地
の
復
旧
工
事
に
向
け
た
調
整
も
終

わ
り
、
力
強
い
地
域
営
農
の
再
生
に
向
け

て
取
り
組
む
農
家
等
を
支
援
し
ま
す
。

　

移
転
整
備
し
た
須
佐
保
育
園
で
は
、
新

園
舎
で
初
め
て
の
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
小

川
支
所
お
よ
び
小
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、新
た
に
防
災
拠
点
機
能
を
備
え
、

小
川
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
７
月
に
開
所

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
心・安
全
へ
の
対
応

　

今
年
度
、山
口
県
が
日
本
海
沿
岸
の「
津

波
災
害
想
定
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）」

な
ど
の
一
部
に
つ
い
て
、
公
表
す
る
こ

災
害
の
復
旧
・
復
興
と
防
災
・

減
災
の
推
進

地
方
創
生
と
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
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載
一
遇
の
機
会
で
も
あ
り
、
萩
の
経
済
の

好
循
環
に
結
び
付
く
よ
う
努
め
ま
す
。

力
強
い
農
林
業
を
目
指
し
て

　

こ
れ
ま
で
集
落
営
農
法
人
化
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
既
存
法
人
が
連
携
す
る
と

と
も
に
、
担
い
手
組
織
の
な
い
集
落
を
受

け
入
れ
る
な
ど
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る

中
で
、
大
型
法
人
に
誘
導
し
ま
す
。

　

萩
の
地
酒
を
萩
産
の
酒
米
で
醸
造
で
き

る
よ
う
酒
造
好
適
米
の
生
産
振
興
、
飼
料

用
米
の
供
給
拡
大
、
適
地
適
産
を
基
本
と

し
た
野
菜
や
果
樹
の
生
産
振
興
な
ど
、
儲

か
る
作
物
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

　

林
業
用
路
網
の
整
備
、森
林
施
業
の
集

約
化
、間
伐
施
業
の
推
進
、地
域
材
の
公
共

建
築
物
等
へ
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
水
産
業
へ
の
取
り
組
み

　

水
産
資
源
対
策
と
し
て
、
他
県
の
大
中

型
ま
き
網
漁
業
の
操
業
協
定
が
確
実
に
履

行
さ
れ
、
見
島
・
八は
ち
り
が
せ

里
ヶ
瀬
海
域
等
、
萩

市
沖
の
操
業
秩
序
が
保
た
れ
る
こ
と
に
よ

る
資
源
の
回
復
を
期
待
し
て
お
り
、
引
き

続
き
漁
場
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

魚
価
対
策
と
し
て
、
萩
の
魚
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
魚
食
普
及

や
魚
の
消
費
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

「
須
佐
男み
こ
と命
い
か
」
の
安
定
供
給
を
図
る

た
め
、夏
場
の
海
水
温
対
策
を
講
じ
ま
す
。

雇
用
創
出
と
経
済
の
活
性
化

演
奏
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
へ
の
推
進

　

今
年
６
月
末
か
ら
開
催
さ
れ
る
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
委
員
会
で
、「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産　

九
州
・
山
口
と
関
連
地

域
」
の
世
界
遺
産
登
録
の
審
議
結
果
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
す
。登
録
決
定
に
向
け
て
、

内
閣
官
房
や
文
化
庁
、
関
係
自
治
体
と
連

携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
構
成
資
産

の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

旧
萩
藩
校
明
倫
館
跡
（
旧
明
倫
小
学

校
）
の
保
存
整
備
・
利
活
用

　

旧
明
倫
小
学
校
跡
地
を
「
跡
地
利
活
用

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
本
館
と
２
棟
目

の
本
格
的
な
保
存
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　

本
館
は
、萩
観
光
の
玄
関
口
と
な
る
観

光
の
拠
点
と
し
て
、２
棟
目
は
、貴
重
な
幕

末
資
料
の
展
示
公
開
、世
界
遺
産
や
ジ
オ

パ
ー
ク
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等

を
持
つ
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

産
業
は
、雇
用
と
定
住
、地
域
活
力
を
生

み
出
す
基
盤
で
あ
り
、６
次
産
業
化
等
に

よ
る
地
域
特
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
や

産
業
競
争
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

経
済
効
果
の
す
そ
野
が
広
い
観
光
産
業

で
は
、
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
千

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
抜
本
的
な
改
革

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長
の

職
務
を
一
本
化
し
た
新
教
育
長
の
設
置
へ

移
行
す
る
な
ど
、
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え

「
総
合
教
育
会
議
」
等
を
通
じ
て
、
特
色

あ
る
萩
ら
し
い
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
語
学
研

修
イ
ベ
ン
ト
に
高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

東
西
・
南
北
自
動
車
道
の
整
備

　

山
陰
道（
東
西
）と
小
郡
萩
道
路（
南
北
）

の
早
期
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
に

係
る
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
、
引

き
続
き
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
日
も
早
い

東
西
・
南
北
自
動
車
道
の
整
備
に
向
け
て

要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

３
年
後
の
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
の

年
に
向
け
て
、
19
世
紀
末
の
世
界
史
の
奇

跡
と
い
わ
れ
た
日
本
近
代
化
の
原
点
と

な
っ
た
「
萩
」
を
学
び
、「
幕
末
・
維
新

の
萩
物
語
」
を
次
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」

　

ド
ラ
マ
の
舞
台
は
、
萩
市
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、大
河
ド
ラ
マ
館
を
中
心
に
、

萩
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
花
燃
ゆ
」
の
テ
ー
マ
音
楽
を

　

川
上
地
域
に
進
出
し
た
ト
ー
フ
レ
株
式

会
社
の
新
工
場
が
本
格
操
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
萩
市
と
所
縁
の
あ
る

企
業
を
中
心
に
、
情
報
収
集
、
情
報
発
信

に
努
め
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
企

業
な
ど
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

萩
の
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興

　
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
、
世
界
遺
産
登
録

お
よ
び
「
明
治
維
新
１
５
０
年
」
を
見
据

え
た
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
（
訪
日
外

国
人
旅
行
）
を
推
進
す
る
た
め
、
主
要
観

光
施
設
等
に
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
国
際
交
流
員
の

招
致
に
よ
り
、
外
国
人
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
外
国
人
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
に
向
け
て

　

萩
市
は
、
自
然
遺
産
の
宝
庫
で
す
。
す

で
に
あ
る
萩
の
財
産
を
「
ジ
オ
」
の
切
り

口
で
見
直
す
だ
け
で
、
新
た
な
萩
の
魅
力

を
発
見
で
き
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定
に
向
け
て
の
取
り

須佐男命いか

恵美須ケ鼻造船所跡

組
み
を
、

市
民
の
皆

さ
ん
と
と

も
に
推
進

し
ま
す
。

特
色
あ
る
産
業
の
振
興
を

目
指
し
て

明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
て
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一般会計は、316億 5,400万円

○
市
税　
景
気
の
回
復
が
不
透
明
な
こ
と

や
家
屋
の
評
価
替
え
年
度
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
億
３
７
８

２
万
円
（
2.7
％
）
の
減
収
を
見
込
ん
で
、

50
億
６
９
１
８
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
地
方
交
付
税　
地
方
交
付
税
の
う
ち

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
、
合
併
特
例
措
置
の
終
了
に
伴
う
漸

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
３
１
６

億
５
４
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

48
億
２
０
０
万
円
減
額
（
対
前
年
度
比

区　分 平成27年度
当初予算額

平成26年度
当初予算額 増減額 増減率

（％）

一 般 会 計 316億5,400万円 364億5,600万円 ▲48億200万円 ▲13.2％

特 別 会 計 202億8,110万円 191億7,350万円 11億760万円 5.8％

企 業 会 計 45億3,255万円 49億1,271万円 ▲3億8,016万円 ▲7.7％

合　計 564億6,765万円 605億4,221万円 ▲40億7,456万円 ▲6.7％

■平成27年度予算の規模

平成26年度当初予算との比較

区　分 平成 27 年度
当初予算額

構成比
（％） 増減額 増減率

（％）

自
主
財
源

市 税 50 億 6,918 万円 16.0 ▲ 1 億 3,782 万円 ▲ 2.7

繰入金 10 億 7,908 万円 3.4 ▲ 9,506 万円 ▲ 8.1

諸収入ほか 15 億 4,391 万円 4.9 ▲ 1,767 万円 ▲ 1.1

小 計 76 億 9,217 万円 24.3 ▲ 2 億 5,055 万円 ▲ 3.2

依
存
財
源

地方譲与税ほか 10 億 8,150 万円 3.4 2 億 2,780 万円 26.7

地方交付税 133 億円 42.0 ▲ 7 億円 ▲ 5.0

国・県支出金 58 億 543 万円 18.4 ▲ 19 億 6,755 万円 ▲ 25.3

市 債 37 億 7,490 万円 11.9 ▲ 21 億 1,170 万円 ▲ 35.9

小 計 239 億 6,183 万円 75.7 ▲ 45 億 5,145 万円 ▲ 16.0

歳入合計 316 億 5,400 万円 100.0 ▲ 48 億 200 万円 ▲ 13.2

■一般会計歳入の状況 歳
入
の
概
要

一
般
会
計
の
概
要

減
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
合
併
時
点
で
は
想

定
さ
れ
な
か
っ
た
新
た
な
財
政
需
要
へ
の

対
応
な
ど
、
普
通
交
付
税
の
算
定
方
法
は

順
次
見
直
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
漸
減
の

影
響
も
あ
り
、前
年
度
に
比
べ
て
７
億
円

（
5.0
％
）の
減
少
を
見
込
み
、特
別
交
付
税

と
合
わ
せ
て
１
３
３
億
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
地
方
消
費
税
交
付
金　
平
成
26
年
４
月

か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
影
響

が
平
年
化
す
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比

13
・
２
％
減
少
）
し
て
い
ま
す
。
平
成
26

年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
災
害
復

旧
・
復
興
関
連
事
業
費
が
減
少
し
た
こ
と

と
、
萩
・
長
門
清
掃
工
場
の
完
成
に
よ
る

大
型
の
投
資
的
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
等

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
地
方
創
生
元
年
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
で

あ
り
、
萩
の
魅
力
あ
る
資
源
を
生
か
し

た
「
萩
の
創
生
」
の
幕
開
け
と
な
る
年
度

で
す
。
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送

や
夏
頃
に
期
待
さ
れ
る
世
界
遺
産
登
録
を

見
据
え
、
観
光
振
興
は
も
と
よ
り
市
勢
発

展
の
た
め
の
施
策
を
予
算
化
す
る
と
と
も

に
、
平
成
30
年
に
は
「
明
治
維
新
１
５
０

年
」
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

「
維
新
胎
動
の
地
」
と
し
て
幕
末
・
維
新

の
萩
物
語
を
次
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
の
施

策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う
国
の
平

成
26
年
度
補
正
予
算
を
活
用
し
、
観
光
振

興
、
雇
用
創
出
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
、

子
育
て
支
援
等
の
地
方
創
生
の
た
め
の
事

業
を
中
心
に
平
成
26
年
度
３
月
補
正
予
算

と
し
て
前
倒
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
当

初
予
算
と
一
体
の
切
れ
目
な
い
「
13
カ
月

予
算
」
と
し
て
積
極
的
な
予
算
編
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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平成27年度 当初予算の概要

め
て
い
る
た
め
、
退
職
手
当
を
除
く
職

員
人
件
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
27
年
度
の
定
年
退
職
者
が
多
数
で
、

退
職
手
当
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
人

件
費
全
体
と
し
て
は
前
年
度
に
比
べ
て

４
億
２
１
２
２
万
円
（
7.4
％
）
増
加
し
、

60
億
９
４
９
９
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
扶
助
費　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
給

付
事
業
費
の
伸
び
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と

や
、
多
子
世
帯
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
保
育
料
軽
減
措
置
の

対
象
を
第
３
子
以
降
の
す
べ
て
の
保
育
所

入
所
児
童
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
て
１
億
１
５
６
７
万
円
（
2.5

％
）
増
加
し
、
46
億
９
３
９
６
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

○
公
債
費　
普
通
交
付
税
の
一
本
算
定
化

に
伴
う
一
般
財
源
の
減
少
に
対
応
す
る
た

め
、
市
債
の
返
済
期
間
や
支
払
い
の
据
置

期
間
の
調
整
等
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
平

成
27
年
度
の
公
債
費
を
大
幅
に
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
前
年
度
に
比
べ
て

７
億
６
６
４
３
万
円（
15
・
３
％
）減
少
し
、

42
億
３
４
３
１
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
投
資
的
経
費　
平
成
27
年
度
の
事
業

完
了
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
学

校
施
設
耐
震
化
関
連
事
業
費
の
増
加
が

あ
り
ま
す
が
、
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災

害
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
費
が
前
年
度

に
比
べ
て
31
億
７
１
６
０
万
円
減
少
し

て
お
り
、
投
資
的
経
費
全
体
と
し
て
は
、

23
億
４
９
３
８
万
円
（
31
・
２
％
）
減
少

し
、51
億
７
７
５
２
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

■
歳
出
（
目
的
別
）
の
状
況

○
総
務
費　
人
事
、
財
政
、
財
産
管
理
、

企
画
、
徴
税
、
戸
籍
、
統
計
、
交
通
安
全

な
ど
、
他
に
分
類
さ
れ
な
い
事
業
に
関
す

る
経
費
で
、
６
億
７
９
７
３
万
円
（
13
・

べ
て
２
億
３
６
１
０
万
円（
49
・
９
％
）の

増
加
を
見
込
み
、
７
億
９
２
０
万
円
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
増
税
分
に
つ
い

て
は
、
障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、

児
童
福
祉
、
生
活
保
護
、
介
護
、
医
療
、

保
健
予
防
等
の
社
会
保
障
に
要
す
る
経
費

に
充
て
ま
す
。

○
繰
入
金　
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
７
億
２
０
５
８

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20

年
度
か
ら
積
み
立
て
て
き
た
合
併
特
例
基

金
を
市
の
一
体
感
の
醸
成
お
よ
び
地
域

の
振
興
と
い
っ
た
基
金
の
目
的
に
沿
っ

て
、
旧
萩
藩
校
明
倫
館
跡
地
（
旧
明
倫
小

学
校
）
保
存
整
備
事
業
や
各
地
域
の
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
活
用
す

る
た
め
、
１
億
６
９
４
９
万
円
を
繰
り
入

れ
、
繰
入
金
全
体
と
し
て
は
９
５
０
６
万

円
（
8.1
％
）
減
少
し
、
10
億
７
９
０
８
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

○
市
債　
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
に
伴

う
災
害
復
旧
事
業
費
の
減
少
お
よ
び
萩
・

長
門
清
掃
工
場
の
完
成
等
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
て
21
億
１
１
７
０
万
円
（
35
・

９
％
）
減
少
し
、
37
億
７
４
９
０
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
概
要

平成 26 年度当初予算との比較

平成 27 年度
当初予算額

構成比
（％） 増減額 増減率

（％）

義
務
的
経
費

人件費 60 億 9,499 万円 19.3 4 億 2,122 万円 7.4

扶助費 46 億 9,396 万円 14.8 1 億 1,567 万円 2.5

公債費 42 億 3,431 万円 13.4 ▲ 7 億 6,643 万円 ▲ 15.3

小計 150 億 2,326 万円 47.5 ▲ 2 億 2,954 万円 ▲ 1.5

投
資
的
経
費

普通建設事業費 45 億 6,316 万円 14.4 ８億 532 万円 21.4

災害復旧事業費 3 億 3,774 万円 1.1 ▲ 31 億 7,160 万円 ▲ 90.4

県営事業負担金 2 億 7,662 万円 0.9 1,690 万円 6.5

小計 51 億 7,752 万円 16.4 ▲ 23 億 4,938 万円 ▲ 31.2

そ
の
他

物件費 35 億 2,894 万円 11.1 ▲ 1 億 3,811 万円 ▲ 3.8

補助費等 27 億 3,818 万円 8.7 ▲ 5 億 9,806 万円 ▲ 17.9

繰出金 44 億 9,649 万円 14.2 6,020 万円 1.4

積立金ほか 6 億 8,961 万円 2.1 ▲ 15 億 4,711 万円 ▲ 69.2

小計 114 億 5,322 万円 36.1 ▲ 22 億 2,308 万円 ▲ 16.3

歳出合計 316 億 5,400 万円 100.0 ▲ 48 億 200 万円 ▲ 13.2

■一般会計歳出（性質別）の状況

４
％
）
減
少
し
、
43
億
７
７
８
６
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

○
民
生
費　
障
が
い
者
や
児
童
・
高
齢

者
福
祉
、
生
活
保
護
、
福
祉
医
療
、
国

民
年
金
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、

１
億
４
９
０
０
万
円
（
1.7
％
）
増
加
し
、

88
億
６
８
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

■
歳
出
（
性
質
別
）
の
状
況

○
人
件
費　
定
員
適
正
化
を
図
る
た
め
、

職
員
数
お
よ
び
職
員
人
件
費
の
削
減
を
進



市報HAGI●2015（平成27）年４月１日号 6

平成 26 年度当初予算との比較
平成 27 年度
当初予算額

構成比
（％） 増減額 増減率

（％）
総務費 43 億 7,786 万円 13.8 ▲ 6 億 7,973 万円 ▲ 13.4
民生費 88 億 6,800 万円 28.0 1 億 4,900 万円 1.7
衛生費 26 億 4,086 万円 8.3 ▲ 9 億 674 万円 ▲ 25.6
農林水産業費 21 億 6,887 万円 6.9 3,758 万円 1.8
商工費 13 億 7,622 万円 4.3 4,207 万円 3.2
土木費 17 億 7,348 万円 5.6 ▲ 4 億 7,893 万円 ▲ 21.3
消防費 13 億 7,821 万円 4.4 1 億 8,177 万円 15.2
教育費 41 億 7,391 万円 13.2 7 億 1,749 万円 20.8
災害復旧費 3 億 2,559 万円 1.0 ▲ 31 億 1,220 万円 ▲ 90.5
公債費 42 億 3,431 万円 13.4 ▲ 7 億 6,643 万円 ▲ 15.3
議会費ほか 3 億 3,669 万円 1.1 1,413 万円 4.4
歳出合計 316 億 5,400 万円 100.0 ▲ 48 億 200 万円 ▲ 13.2

■一般会計歳出（目的別）の状況

区　分 平成27年度
当初予算額

対前年度
増減率（％）

特 別 会 計 202億8,110万円 5.8％

土地取得事業特別会計 220万円 ▲99.2％

国民健康保険事業（事業勘定）特別会計 83億5,850万円 14.6％

国民健康保険事業（直診勘定）特別会計 8億150万円 2.8％

休日急患診療事業特別会計 1億690万円 ▲1.7％

後期高齢者医療事業特別会計 8億9,780万円 3.6％

介護保険事業特別会計 65億4,240万円 ▲1.9％

簡易水道事業特別会計 6億2,140万円 56.4％

公共下水道事業特別会計 14億8,090万円 0.1％

特定環境保全公共下水道事業特別会計 6,210万円 ▲30.1％

農業集落排水事業特別会計 5億5,750万円 8.5％

漁業集落排水事業特別会計 7億8,860万円 25.9％

林業集落排水事業特別会計 200万円 ▲16.7％

特定地域生活排水事業特別会計 4,190万円 ▲0.7％

個別排水事業特別会計 940万円 ▲6.9％

駐車場事業特別会計 800万円 1.3％

■特別会計の状況
　

萩
市
の
15
特
別
会
計
を
合
計
し
た
予
算

規
模
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
11
億
７
６
０

万
円
（
5.8
％
）
増
加
し
、
２
０
２
億
８
１

１
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

各
特
別
会
計
の
主
な
増
減
要
因

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

平
成
29
年
３
月
の
上
水
道
事
業
と
の

統
合
に
向
け
た
認
可
業
務
、
須
佐
地
域

の
飲
料
水
供
給
施
設
と
簡
易
水
道
施
設

の
統
合
に
よ
る
給
水
区
域
拡
張
事
業
お

よ
び
福
栄
地
域
の
福
川
地
区
・
紫
福
地

区
の
水
道
施
設
統
合
事
業
等
に
よ
り
、

２
億
２
４
１
０
万
円
（
56
・
４
％
）
増
加

し
、６
億
２
１
４
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
大
井
浦
地
区
の

一
部
供
用
開
始
に
向
け
、
処
理
場
や
排
水

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に

比
べ
て
１
億
６
２
０
０
万
円
（
25
・
９
％
）

増
加
し
、
７
億
８
８
６
０
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

○
衛
生
費　
成
人
・
老
人
保
健
、
母
子
保

健
、
廃
棄
物
処
理
、
公
害
対
策
な
ど
の
事

業
に
要
す
る
経
費
で
、
９
億
６
７
４
万
円

（
25
・
６
％
）減
少
し
、
26
億
４
０
８
６
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
費　

農
業
・
林
業
・

水
産
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
で
、

３
７
５
８
万
円
（
1.8
％
）
増
加
し
、
21
億

６
８
８
７
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
商
工
費　

商
工
業
振
興
、
観
光
振

興
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、

４
２
０
７
万
円
（
3.2
％
）
増
加
し
、
13
億

７
６
２
２
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
土
木
費　
道
路
、
公
園
や
区
画
整
理
な

ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
４
億
７
８

９
３
万
円
（
21
・
３
％
）
減
少
し
、
17
億

７
３
４
８
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
消
防
費　
火
災
、
救
急
、
風
水
害
、

地
震
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、

１
億
８
１
７
７
万
円
（
15
・
２
％
）
増
加

し
、13
億
７
８
２
１
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
教
育
費　
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
文
化
財
保
護
な
ど
の
事
業

に
要
す
る
経
費
で
、
７
億
１
７
４
９
万
円

（
20
・
８
％
）増
加
し
、
41
億
７
３
９
１
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

○
災
害
復
旧
費　
災
害
復
旧
事
業
に
要
す

る
経
費
で
、
31
億
１
２
２
０
万
円
（
90
・

５
％
）
減
少
し
、
３
億
２
５
５
９
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

○
公
債
費　
市
債
（
市
の
借
入
金
）
を
返

済
す
る
元
利
償
還
金
（
元
金
と
利
子
）
と

一
時
的
な
借
入
れ
を
し
た
場
合
の
支
払
利

息
で
、
７
億
６
６
４
３
万
円
（
15
・
３
％
）

減
少
し
、
42
億
３
４
３
１
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

○
議
会
費
ほ
か　
議
会
の
運
営
に
関
す
る

経
費
、
勤
労
福
祉
な
ど
の
事
業
に
要
す
る

経
費
で
、
１
４
１
３
万
円
（
4.4
％
）
増
加

し
、３
億
３
６
６
９
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
概
要
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水
道
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

【収益的収支（事業の管理・運営）】
　収入は前年度に比べて 2,730 万円（3.4％）
減額の７億 6,710 万円、支出は１億 2,720
万円（14.8％）減額の７億 3,450 万円を予
算計上し、差し引き 3,260 万円の利益となっ
ています。
　水需要の減少傾向が続く中、安定的な事業
運営を図るため、適正な収入の確保と経費の
縮減に努めます。

【収益的収支（事業の管理・運営）】
　収入は前年度に比べて 4,574 万円（1.6%）
増額の、29 億 3,506 万円、支出は４億 1,897
万円 (12.2%) 減額の 30 億 1,141 万円で、差
し引き 7,635 万円の不足となりますが、こ
れは当年度損失額として翌年度に繰り越しま
す。
　急性期医療に求められる病院の役割等を果
たしていくとともに、適正な収入の確保およ
び支出の抑制に努めます。

【資本的収支（施設建設・改良等）】
　収入は 6,624 万円（42.2%）増額の２億
2,313 万円、支出は１億 1,330 万円（31.3%）
増額の４億7,583万円で、差し引き２億5,270
万円の不足となりますが、これは、過年度分
損益勘定留保資金等により補塡します。
　保守期限切れや経年変化により陳腐化が進
んだ医療機器等を更新し、病院機能の維持・
向上を図り、患者サービスの充実に努めます。

【資本的収支（施設建設・改良等）】
　収入は 200 万円（1.8％）増額の１億 1,140
万円、支出は 5,270 万円（20.4％）増額の
３億 1,080 万円を予算計上し、差し引き１億
9,940 万円の不足となりますが、これは過年
度分損益勘定留保資金等により補

ほ て ん

塡します。
安全・安心な飲料水の安定的な供給が図ら

れるよう、平安古地区等の老朽管更新事業や
耐用年数を超過したポンプ等の機械設備更新
事業に取り組みます。

企業会計の概要

収入＝7億6,710万円 支出＝7億3,450万円

水道料金
5億9,272万円

補助金・負担金
　9,222万円

施設維持管理・
運営費等
4億5,089万円

減価償却費等
2億3,080万円

支払利息 5,281万円

その他　8,216万円
当年度利益
3,260万円

出資金・負担金
3,810万円

建設改良費等
1億7,560万円

企業債元金の償還
1億3,520万円

収支の不足額は
損益勘定留保資
金等により補塡
 1億9,940万円

企業債
7,330万円

収入＝1億1,140万円 支出＝3億1,080万円

収入＝29億3,506万円 支出＝30億1,141万円

診療収入
23億8,981万円

補助金・負担金
5億1,515万円

収支不足額
7,635万円その他　

3,010万円

給与費・材料費・
運営費等
25億4,368万円

減価償却費等
3億6,486万円

支払利息
6,128万円

予備費 4,159万円

収入＝2億2,313万円 支出＝4億7,583万円

出資金
１億843万円

企業債
1億1,470万円

建設改良費
1億2,158万円

企業債元金の償還
3億5,425万円

収支の不足額は
損益勘定留保資
金等により補塡
 2億5,270万円
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大板山たたら製鉄遺跡

当初予算 主な事業平成27年度

災
害
復
旧
・
復
興
・
再
生
へ
の

取
り
組
み

公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

１
０
０
％
へ
の
取
り
組
み

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
て

○
小
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
小
川

交
流
セ
ン
タ
ー
）
整
備
事
業９

９
４
６
万
円

　

小
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
移
転

新
築
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
７
月
完
成
を

目
指
し
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
東
部
地
域
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業

（
新
）　　
　
　
　
　
１
億
４
１
６
０
万
円

　

東
部
地
域
の
復
興
と
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
市
外
在
住
者
を
対
象
に
子
育
て
世

代
向
け
の
低
家
賃
住
宅
を
整
備
し
ま
す
。

○
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
７
５
５
８
万
円

○
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

８
０
８
万
円

　

萩
市
東
部
集
中
豪
雨
で
被
災
し
た
土
木

施
設
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

　

学
校
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
時
に
は

地
域
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
末
ま

で
に
公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
率

１
０
０
％
を
目
指
し
、
引
き
続
き
耐
震
補

強
工
事
や
改
築
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
小
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
に
明
治
維
新

か
ら
１
５
０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
機
運
を
高
め
る
た
め
の
各
種
記

念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

■
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

　

記
念
事
業
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
観

光
客
等
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
事
業
や
お
も
て
な

し
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
薩
長
同
盟
１
５
０
年
記
念
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
30
万
円

　

薩
長
同
盟
締
結
（
１
８
６
６
年
１
月
）

か
ら
１
５
０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
た

め
、
鹿
児
島
市
等
と
連
携
し
て
記
念
行
事

を
開
催
し
ま
す
。

■
旧
萩
藩
校
明
倫
館
跡
地
（
旧
明
倫
小
学

校
）
保
存
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
８
３
９
３
万
円

　

旧
明
倫
小
学
校
跡
地
を
「
歴
史
・
文
化
・

教
育
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付
け
、
校
舎
棟
を

観
光
拠
点
、
教
育
伝
承
、
市
民
活
動
、
資

料
展
示
の
場
等
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

■
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
５
２
万
円

　

平
成
27
年
６
月
頃
の
世
界
遺
産
登
録
を

最
優
先
事
項
と
し
て
、
内
閣
官
房
や
文
化

庁
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
登
録
推
進

萩
市
民
会
議
と
協
力
し
て
資
産
の
解
説
や

　
　
　
　
　
　
　
　
６
億
３
３
４
８
万
円

　

耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
椿
東
、

越
ヶ
浜
、
多
磨
小
学
校
の
施
設
の
耐
震
化

を
図
り
ま
す
。

○
大
井
小
中
学
校
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
２
７
９
８
万
円

　

耐
震
性
の
あ
る
大
井
中
学
校
の
校
舎
を

改
修
し
、
小
中
学
校
併
設
と
し
て
整
備
す

る
と
と
も
に
、
屋
内
運
動
場
を
中
学
校
の

敷
地
に
新
設
し
ま
す
。

○
明
木
小
中
学
校
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
６
億
６
４
９
４
万
円

　

老
朽
化
し
た
明
木
小
学
校
と
明
木
中
学

校
は
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
明
木
小
学
校
の
敷
地
内
に
小
中
学
校

併
設
の
校
舎
と
屋
内
運
動
場
を
新
設
し
ま

す
。

○
福
栄
小
学
校
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
７
７
０
万
円

　

平
成
28
年
４
月
に
紫
福
小
学
校
と
福
川

小
学
校
が
統
合
し
「
福
栄
小
学
校
」
と
な

る
こ
と
に
伴
い
、
福
栄
中
学
校
敷
地
内
に

小
学
校
の
校
舎
を
建
設
し
ま
す
。

■
旧
萩
藩
校
明
倫
館
復
元
整
備
事
業（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
３
万
円

　

明
治
初
期
に
市
内
の
寺
院
本
堂
と
し
て

移
築
さ
れ
た
孔こ
う
し
び
ょ
う

子
廟
、
旧
明
倫
小
学
校
敷

地
内
に
現
存
す
る
明
倫
館
碑
、
観か
ん
と
く
も
ん

徳
門
、

聖せ
い
け
ん
ど
う

賢
堂
を
元
の
位
置
に
戻
し
、
江
戸
時
代

の
藩
校
の
景
観
復
元
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
へ
の
周
知
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
萩
反
射
炉
保
存
修
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
５
７
万
円

　

国
指
定
史
跡
萩
反
射
炉
の
修
理
方
針
の

検
討
を
行
い
、
見
学
者
等
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
既
設
歩
道
の
手
す
り
と
ス
ロ
ー

プ
の
新
規
歩
道
を
整
備
し
ま
す
。

■
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
保
存
修
理
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
６
９
万
円

　

国
指
定
史
跡
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡

の
遺
構
表
示
施
設
に
つ
い
て
、
修
理
を
行

う
と
と
も
に
「
鉄
の
道
跡
」
の
発
掘
調
査

を
行
い
ま
す
。

旧明倫小学校

■は県内で先駆的に実施、他市より優遇のある事業、または萩市ならではの事業　（新）は新規事業
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平成27年度

　

国
の
地
方
創
生
の
動
き
と
合
わ
せ
、
萩

市
の
多
様
で
魅
力
あ
る
資
源
を
活
用
し
た

「
萩
の
創
生
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

■
国
際
交
流
員（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）設
置
事
業（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
７
万
円

　

高
い
日
本
語
能
力
を
有
す
る
外
国
人
青

年
を
国
際
交
流
員
と
し
て
招
致
し
、
国
際

交
流
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
外
国

人
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
外
国
人
観
光
客

の
受
入
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
移
住
促
進
対
策
事
業　
　
３
２
７
万
円

　

移
住
相
談
に
応
じ
る
「
移
住
支
援
員
」

や
空
き
家
物
件
の
調
整
、
移
住
者
の
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
を
行
う
「（
仮
称
）

地
域
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
定
住
支
援
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
都

市
部
で
の
移
住
相
談
会
等
を
通
じ
て
「
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
」
等
の
住
ま
い
や
市
の

特
色
あ
る
施
策
の
情
報
提
供
を
行
い
、
萩

暮
ら
し
を
希
望
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
。

　

国
の
政
策
の
機
会
を
と
ら
え
、
活
力
あ

る
農
林
水
産
業
再
生
の
た
め
の
施
策
を
講

じ
な
が
ら
、
萩
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第

１
次
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

○
強
い
集
落
営
農
づ
く
り
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
０
万
円

　

就
農
希
望
者
を
新
た
に
雇
用
し
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
育
成
、
野
菜
・
畜
産
等
の
新

部
門
の
導
入
、
営
業
や
経
理
専
門
者
の
育

成
・
定
着
等
を
図
ろ
う
と
す
る
地
区
に
、

３
年
以
内
の
法
人
統
合
や
近
隣
集
落
営
農

の
取
り
込
み
を
条
件
に
支
援
し
ま
す
。

○
需
要
対
応
型
産
地
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
２
７
万
円

　

産
地
形
成
計
画
に
基
づ
い
て
生
産
拡
大

に
取
り
組
む
法
人
等
に
、
必
要
と
な
る
栽

培
機
械
、
集
出
荷
調
整
施
設
等
の
導
入
を

支
援
し
ま
す
。

○
平
山
台
果
樹
産
地
育
成
支
援
事
業（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
５
８
万
円

　

平
山
台
果
樹
産
地
を
維
持
し
、
新
規
就

農
者
の
受
け
入
れ
や
青
年
農
業
者
の
育
成

を
図
る
た
め
、
意
欲
的
な
経
営
を
志
す
新

規
就
農
者
に
果
樹
棚
な
ど
の
整
備
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
を
機
に
、
魅
力
あ

る
観
光
情
報
の
発
信
や
誘
客
宣
伝
活
動
、

観
光
客
の
受
入
体
制
な
ど
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

■
直
行
バ
ス
（
萩
～
新
山
口
駅
）
運
行
補

助
事
業　
　
　
　
　
　
　
１
６
０
６
万
円

　

観
光
な
ど
で
来
萩
さ
れ
る
方
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
中
国
自
動
車
道
と
小
郡
萩

道
路
を
経
由
し
、
最
短
時
間
で
大
河
ド
ラ

マ
館
と
新
山
口
駅
間
を
結
ぶ
直
行
バ
ス

「
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
」
の
運
行
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

■
定
期
観
光
バ
ス
運
行
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
９
４
万
円

　

観
光
客
の
円
滑
な
移
動
と
利
便
性
向
上

の
た
め
、
大
河
ド
ラ
マ
館
を
発
着
し
、
市

内
主
要
観
光
地
を
周
遊
す
る
定
期
観
光
バ

ス
運
行
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

■
大
河
ド
ラ
マ
推
進
事
業　
９
８
７
万
円

　

大
河
ド
ラ
マ
館
の
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
ほ
か
、
お
も
て
な
し
接
遇
研
修
会
、

市
民
講
座
の
開
催
な
ど
観
光
客
の
受
入
態

勢
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
な
ど
で
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
情

報
発
信
し
ま
す
。

■
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
４
９
３
万
円

　

市
民
と
一
体
と
な
っ
て
萩
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
を
推
進
す
る
た
め
、
構
想
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
協
議
会
の
立
ち
上
げ
や
、

ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
施
設
の
整
備
な
ど
を
行

い
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
推
進
に
向
け
た
取

り
組
み

１
次
産
業
の
振
興
に
向
け
た
取

り
組
み

ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
を
推
進

萩
の
創
生
に
向
け
て

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
５
２
万
円

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
や
産
品

開
発
な
ど
地
域
お
こ
し
支
援
、
農
林
漁
業

の
応
援
な
ど
の
地
域
協
力
活
動
へ
の
従
事

を
希
望
す
る
都
市
住
民
を
全
国
か
ら
募
集

し
、
萩
市
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。

○
多
子
世
帯
子
育
て
支
援
金
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
９
８
１
万
円

　

第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
を
保
育
所

等
に
入
所
さ
せ
た
場
合
、
そ
の
保
育
料
の

全
額
ま
た
は
半
額
を
助
成
し
て
い
ま
す

が
、
対
象
者
を
第
３
子
以
降
の
す
べ
て
の

入
所
児
童
に
拡
充
し
、
多
子
世
帯
に
お
け

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

須佐湾（畳岩）

空き家情報バンク
ホームページ

平山台果樹産地
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大
災
害
を
経
験
し
た
ま
ち
と
し
て
、
積

極
的
に
防
災
・
減
災
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
通
信
指
令
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
４
０
２
７
万
円

　

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ

せ
、
耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い
る
通
信
指

令
装
置
の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
津
波

等
の
浸
水
被
害
を
考
慮
し
、
現
在
１
階
の

通
信
指
令
室
を
２
階
へ
移
設
し
ま
す
。

■
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
へ
の
防
災
情
報

総
合
伝
達
事
業
（
新
）　　
　

１
０
５
万
円

　

高
齢
者
世
帯
、
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
の

あ
る
方
の
自
宅
に
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
防

災
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
伝
達
手
段
の

■
ロ
ン
ド
ン
大
学
語
学
研
修
参
加
費
補
助

事
業
（
新
）　　
　
　
　
　
　

２
２
５
万
円

　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
が
学
ん
だ
英
国
ロ
ン
ド

ン
大
学
で
行
わ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

の
語
学
研
修
イ
ベ
ン
ト
に
、
市
内
の
高
校

生
５
人
を
派
遣
し
ま
す
。

○
新
規
漁
業
就
業
支
援
総
合
対
策
事
業

（
新
）　　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
０
万
円

　

漁
業
の
存
続
、
漁
村
の
維
持
・
発
展
の

た
め
の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
新

規
就
業
者
定
着
支
援
事
業
、
住
宅
確
保
促

進
事
業
、
新
規
漁
業
就
業
者
生
産
基
盤
整

備
事
業
な
ど
の
支
援
策
を
講
じ
て
、
こ
れ

ら
の
問
題
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

○
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
４
８
３
万
円

　

離
島
の
漁
業
再
生
を
図
る
た
め
、
中
核

的
な
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
稚
魚
の
放

流
、
海
底
清
掃
や
藻
場
の
造
成
等
の
漁
業

生
産
力
向
上
等
に
取
り
組
む
離
島
の
漁
業

集
落
に
、
必
要
な
経
費
を
交
付
し
ま
す
。

確
立
を
図
り
ま
す
。

○
新
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
９
０
万
円

　

萩
地
域
の
沿
岸
部
へ
の
屋
外
拡
声
器
設

置
に
係
る
実
施
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、

各
地
域
（
萩
・
旭
地
域
以
外
）
に
お
い
て
、

戸
別
受
信
機
を
多
機
能
型
防
災
受
信
機
に

変
更
す
る
た
め
の
購
入
費
に
対
す
る
支
援

等
を
行
い
ま
す
。

○
明
木
図
書
館
整
備
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
１
４
８
４
万
円

　

明
木
図
書
館
の
老
朽
化
お
よ
び
明
木
小

学
校
・
旭
中
学
校
建
設
に
伴
い
、
学
校
図

書
館
と
一
体
化
し
た
図
書
館
を
新
た
に
整

備
し
ま
す
。

■
大
島
交
通
空
白
地
域
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
（
新
）　　
　
　
　
　

２
５
８
万
円

　

大
島
地
区
の
高
齢
者
等
の
外
出
時
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
町
内
会
が
事
業

主
体
と
し
て
行
う
渡
船
場
ま
で
の
無
償
送

迎
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
し
ま
す
。

■
見
島
本
村
・
宇
津
港
通
路
屋
根
整
備
事

業
（
新
）　　
　
　
　
　
　

２
１
１
７
万
円

　

島
民
や
観
光
客
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
見
島
の
本
村
港
と
宇
津
港
に
通
路
屋

根
（
雨
よ
け
）
を
整
備
し
ま
す
。

■
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
交
付
事
業（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
円

　

萩
市
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱

に
基
づ
き
、
雇
用
機
会
の
創
出
と
産
業
の

振
興
の
た
め
、
平
成
26
年
６
月
に
操
業
を

開
始
し
た
ト
ー
フ
レ
株
式
会
社
に
、
企
業

立
地
促
進
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
佐
々
並
市
伝
建
地
区
公
有
施
設
修
理
活

用
事
業　
　
　
　
　
　
　
２
９
７
５
万
円

　

佐
々
並
市
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
歴
史
的
風
致
を
保
全
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
に
寄
付
を
受
け
た
旧
小
林
家

住
宅
を
修
理
し
ま
す
。

○
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
６
３
６
万
円

　

簡
易
水
道
事
業
の
財
政
基
盤
、
技
術
基

盤
お
よ
び
維
持
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
、
上
水
道
事
業
と
の
平
成
29
年
３
月

の
統
合
を
目
指
し
ま
す
。

○
福
栄
地
域
（
紫
福
・
福
川
）
水
道
施
設

統
合
整
備
事
業　
　
１
億
９
６
３
１
万
円

　

福
川
簡
易
水
道
の
水
量
不
足
等
を
解
消

す
る
た
め
、
山
の
口
ダ
ム
を
水
源
と
す
る

紫
福
簡
易
水
道
と
福
川
簡
易
水
道
を
統
合

し
、安
定
し
た
給
水
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
大
井
浦
地
区
漁
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
７
８
３
４
万
円

　

生
活
環
境
の
改
善
と
自
然
環
境
の
保
全

を
図
り
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
漁
業
と
活

力
あ
る
漁
村
の
形
成
に
資
す
る
た
め
、
平

成
28
年
４
月
の
一
部
供
用
開
始
に
向
け

て
、
処
理
場
と
排
水
管
路
等
を
整
備
し
ま

す
。

英国での語学研修

佐々並市伝統的建造物群保存地区

■は県内で先駆的に実施、他市より優遇のある事業、または萩市ならではの事業、（新）　は新規事業

防
災・減
災
に
向
け
た
取
り
組
み

そ
の
他
の
新
規
事
業
等
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○
萩
暮
ら
し
応
援
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
８
０
万
円

　

萩
市
へ
の
若
い
世
代
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

者
が
自
ら
の
居
住
用
と
し
て
市
内
の
空
き

家
を
購
入
す
る
場
合
の
改
修
費
や
賃
借
す

る
場
合
の
家
賃
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

○
児
童
ク
ラ
ブ
地
域
人
材
活
用
事
業（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
７
万
円

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
居
場

所
と
な
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
、
お
年
寄
り
を

招
い
て
新
た
な
「
学
び
の
場
」
な
ど
を
つ

く
り
、世
代
間
交
流
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
４
１
万
円

　

平
成
27
年
８
月
か
ら
、
子
育
て
世
帯
へ

の
さ
ら
な
る
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
医
療
費
助
成
を
拡
充
し
て
、
新
た
に

小
学
生
へ
の
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

○
農
産
物
等
直
売
施
設
整
備
費
支
援
事
業

（
新
）　　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

　

安
全
・
安
心
で
新
鮮
な
農
畜
産
物
の
提

供
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
が

椿
地
区
に
新
た
に
展
開
す
る
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を「
地
産
地
消
」、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」、「
食
と
農
に
関
す
る
情
報
発
信
」

の
拠
点
と
位
置
付
け
、
設
備
整
備
に
係
る

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

○
活
イ
カ
水
槽
海
水
温
対
策
支
援
事
業

（
新
）　　
　
　
　
　
　
　
　
８
０
０
万
円

　

須
佐
男み
こ
と命
い
か
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
夏
場
の
海
水
温

が
上
昇
し
、
活
イ
カ
で
の
出
荷
に
支
障
を

き
た
す
た
め
、
対
策
に
必
要
な
設
備
費
の

一
部
を
支
援
し
ま
す
。

○
萩
市
産
品
開
発
販
路
拡
大
支
援
事
業

（
新
）　　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
８
万
円

　

萩
に
あ
る
も
の
、
萩
に
し
か
な
い
も
の

を
生
か
し
た
優
良
か
つ
独
自
性
の
あ
る
萩

市
産
品
を
首
都
圏
等
の
大
消
費
地
へ
Ｐ
Ｒ

し
、
販
路
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

○
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
開
催
支
援
事
業（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

　
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
や
世
界
遺
産
登
録

の
推
進
で
萩
市
が
注
目
さ
れ
る
絶
好
の
機

会
の
た
め
、
本
社
機
能
の
移
転
や
工
場
建

設
等
を
検
討
し
て
い
る
企
業
や
移
住
希
望

者
な
ど
を
対
象
に
、
萩
の
豊
か
な
歴
史
・

文
化
・
自
然
な
ど
の
魅
力
を
発
信
し
、
萩

市
を
売
り
込
む
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
開
催

し
ま
す
。

○
萩
観
光
映
像
技
術
活
用
支
援
事
業（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
４
０
万
円

　

萩
観
光
の
新
た
な
需
要
の
創
出
に
向
け

○
多
子
世
帯
生
活
支
援
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
０
万
円

　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
の

世
帯
に
、
萩
市
共
通
商
品
券
１
万
円
分
を

配
付
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３
０
２
万
円

　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
方
で
、
市

民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

に
、
萩
市
共
通
商
品
券
５
０
０
０
円
分
を

配
付
し
ま
す
。

■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支
援
事
業

（
新
）　　
　
　
　
　
　
　
８
８
９
６
万
円

　

萩
市
共
通
商
品
券
協
同
組
合
が
行
う
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
を
支
援
し

ま
す
。

※
地
方
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
の
３
事

業
は
、
14
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。

○
萩
市
総
合
戦
略
策
定
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

　

地
方
創
生
関
連
法
の
成
立
に
伴
い
、
人

口
の
現
状
や
将
来
の
展
望
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
５
カ
年
の
施
策
の
方
向
を
検
討

し
、
萩
市
版
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

国
の
補
正
予
算
に
よ
り
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
、
地
方
創
生
の
た
め
の
施
策
を
迅
速

か
つ
着
実
に
実
行
で
き
る
よ
う
、必
要
な
事
業
費
を
３
月
補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

て
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
技
術
）
等
の
最
先

端
映
像
技
術
を
活
用
し
た
観
光
案
内
を
行

う
観
光
ア
プ
リ
等
を
製
作
し
ま
す
。

○
旅
行
関
係
事
業
者
招
へ
い
支
援
事
業

（
新
）　　
　
　
　
　
　
　
　
３
５
０
万
円

　

関
東
や
関
西
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
等

を
招
へ
い
し
、市
内
主
要
観
光
地
の
視
察
・

体
験
ツ
ア
ー
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
誘

客
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
世
界
遺
産
観
光
活
用
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
４
２
万
円

　

萩
反
射
炉
、
恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
の
世
界
遺
産
登

録
を
見
据
え
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
、

誘
導
標
識
等
の
設
置
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
等
、
観
光
客
の
受
入
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

■
高
等
学
校
生
徒
通
学
費
支
援
事
業（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
７
万
円

　

市
内
の
生
徒
が
地
元
の
高
等
学
校
等
へ

進
学
し
や
す
い
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、

通
学
定
期
券
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
13
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。

児童クラブ（抹茶教室）

萩反射炉

地
方
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型

地
方
創
生
先
行
型

主な事業
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■
時
間　

毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
午
後
６

時
〜
翌
朝
９
時
30
分

■
利
用
料
（
利
用
１
回
に
つ
き
）

◦
午
後
10
時
ま
で
８
０
０
円

◦
午
前
０
時
ま
で
１
２
０
０
円

◦
午
前
３
時
ま
で
１
５
０
０
円

◦
午
前
９
時
30
分
ま
で
２
０
０
０
円

※
寝
具
・
食
事
等
は
持
参
。

※
年
度
ご
と
の
登
録
、
勤
務
先
の
証
明
が

必
要
。

 

○
大
井
保
育
園　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後

７
時
（
30
分
延
長
）

■
利
用
料　

保
育
短
時
間
認
定
の
方
が

利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
１
日
に
つ
き

４
０
０
円

　

市
内
の
保
育
所
等
に
通
園
中
の
概
ね
１

歳
以
上
の
児
童
ま
た
は
小
学
１
〜
３
年
生

の
児
童
で
、
保
護
者
が
夜
間
に
就
労
等
の

た
め
保
育
で
き
な
い
児
童
を
保
育
。

■
実
施
場
所　

日
の
丸
保
育
園

 

保
育
所
等
に
入
所
し
て
い
な
い
児
童
で
、

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時

的
に
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
児
童
を

保
育
。

■
実
施
場
所　

椿
東
・
山
田
・
川
上
・
田

万
川
・
田
万
川
小
川
分
園
・
む
つ
み
・
須

佐
・
あ
さ
ひ
・
あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福

川
・
紫
福
・
日
の
丸
・
大
島
保
育
園

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
利
用
料（
給
食
代
含
む
）　

１
日

１
８
０
０
円
、
４
時
間
以
内
１
０
０
０
円

  

市
内
の
保
育
所
等
に
通
園
中
の
児
童

で
、
日
曜
日
・
祝
日
に
保
護
者
が
仕
事
で

家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
児
童
を
保

育
。

■
実
施
場
所　

住
の
江
保
育
園

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分※
年
度
ご
と
の
登
録
、
勤
務
先
の
証
明
が

必
要
。

　

未
就
園
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、
育
児

相
談
や
育
児
情
報
の
提
供
、
各
種
行
事
を

実
施
。

○
児
童
館
（
２
５
・
１
０
２
５
）

○
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
実
施
場
所　

日
の
丸
保
育
園
内

（
２
５
・
４
４
８
８
）

▽
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

　

市
で
は
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

保
育
時
間
を
延
長
し
て
保
育
。

■
実
施
場
所
・
延
長
時
間

○
日
の
丸
保
育
園　

午
前
７
時
〜
午
後
８

時
（
２
時
間
延
長
）

○
土
原
・
椿
東
・
住
の
江
・
春
日
保
育
園

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時（
１
時
間
延
長
）

子 育 て 支 援 サ ー ビ ス

24
時
間
保
育

延
長
保
育

休
日
保
育

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

平成27年度からはじまる
萩市独自の子育て支援サービス

就学前の児童への
子育て支援

就学児童への
子育て支援

一
時
預
か
り
保
育

シリーズ

萩の創生①

開所時間延長事業
　午前７時 30 分から午後６時
までの保育所等の開所時間を
30 分延長し、午後６時 30 分
まで児童を預かり保育します。

保育料２子目以降無料化
事業

　保育所に２人以上の児童が同
時に入所した場合、２子目以降
の保育料が無料でしたが、同時
入所の対象を認定こども園の教
育認定・事業所内保育所の児童
まで拡充します。

多子世帯子育て支援金
支給事業

　第３子以降の児童を保育所等
に入所させた場合、市民税所得
割額が９万 7,000 円未満の世
帯は保育料の全額、それ以上の
世帯は半額を助成します。

臨時児童クラブの開設
　利用児童数の増加に対応する
ため、夏休み期間中に臨時児童
クラブを開設します。

子ども医療費助成事業
　平成 27 年８月からこれまで
の医療費助成を拡充して、小学
生への医療費助成を開始しま
す。なお、今回の拡充分につい
ては一部負担金を設けます。

児童クラブ開設時間延長
事業

　放課後児童クラブの開設時間
を保育所等と同様に午後６時
30 分まで延長します。

あなたの子育てを、さらに応援します
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高
校
生
の
通
学
費
を
助
成
し
ま
す

地方の創生は、次代を担う子どもたちから！

４
時

○
元
気
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
実
施
場
所　

大
井
・
川
上
・
田
万
川
・

田
万
川
小
川
分
園
・
む
つ
み
・
須
佐
・
あ

さ
ひ
・
あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福
川
・
紫

福
保
育
園
内

※
実
施
曜
日
・
時
間
は
各
園
に
問
い
合
わ

せ
。

  

市
内
の
保
育
所
等
に
通
園
中
の
児
童
ま

た
は
小
学
１
〜
３
年
生
の
児
童
が
、
病

気
や
け
が
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難
な
期

間
、
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。　
　

○
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

楽
々
園　

▽
実
施
場
所　

楽
々
園
２
階

（
２
４
・
４
８
２
０
）

○
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
す
さ

▽
実
施
場
所　

弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー
内

（
０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１
）

■
利
用
料　

１
日
２
０
０
０
円
（
給
食
代

含
む
）

※
利
用
料
の
減
免
制
度
あ
り
。

※
年
度
ご
と
に
登
録
が
必
要
。

　

育
児
の
援
助
を
提
供
す
る
方
（
援
助
会

員
）
と
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
依

頼
会
員
）
が
、
地
域
で
育
児
を
助
け
合
う

相
互
援
助
の
会
員
組
織
で
、
両
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
業
務

◦
会
員
間
の
育
児
に
関
す
る
相
互
援
助
活

動
の
支
援

◦
会
員
の
交
流
や
情
報
交
換
の
た
め
の
交

流
会
等
の
開
催

◦
育
児
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
受
付

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
２
４・０
５
３
０
）

■
園
庭
開
放　

市
内
各
保
育
園　

土
曜
日

午
後
、
日
曜
日
、
祝
日

■
園
庭
・
園
舎
開
放

○
萩
幼
稚
園
ひ
よ
こ
組
（
２
２・０
７
７
５
）

５
月
か
ら
月
１
・
２
回
火
曜
日
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

○
萩
光
塩
学
院
幼
稚
園
て
ん
し
組（
２
２
・

２
０
１
９
）
５
月
か
ら
月
１
・
２
回
水
曜

日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

就
学
前
児
童
対
象
の

施
設
開
放

子育て支援課（２５・３５３６）、各総合事務所市民窓口部門問い合わせ

　

少
子
化
と
高
校
進
学
の
多
様
化
が
進

展
す
る
中
、
市
内
の
高
校
も
生
徒
数
が

減
少
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

萩
の
子
ど
も
は
萩
で
育
て
る
と
い
う

理
念
の
も
と
、
市
内
の
生
徒
が
地
元
の

高
校
へ
進
学
し
や
す
く
な
る
環
境
整
備

の
一
環
と
し
て
、
４
月
か
ら
高
校
生
の

通
学
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
居
住
し
、
萩
高
校
、
萩
商
工

高
校
、
萩
光
塩
学
院
高
校
、
奈
古
高
校
、

大
津
緑
洋
高
校
水
産
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
通
学
す
る

生
徒
の
保
護
者
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
除
き
ま
す
。

•
市
町
村
民
税
所
得
割
額
が
30
万
４
２

０
０
円
以
上
の
世
帯

•
離
島
高
校
生
修
学
支
援
費
の
受
給
者

•
市
税
等
に
滞
納
が
あ
る

•
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
業
扶
助
（
通

学
の
た
め
の
交
通
費
）
を
受
給
し
て
い

る■
助
成
額

　

１
月
あ
た
り
の
通
学
定
期
券（
鉄
道
、

バ
ス
）
の
購
入
費

①
１
万
円
未
満
の
場
合
＝
定
期
代
か
ら

５
０
０
０
円
を
引
い
た
額

②
１
万
円
以
上
の
場
合
＝
定
期
券
代
の

２
分
の
１
の
額

（
助
成
条
件
）

•
１
月
の
助
成
額
に
１
０
０
円
未
満
の

端
数
が
生
じ
た
場
合
は
切
り
捨
て

•
１
月
の
助
成
額
が
１
０
０
０
円
未
満

の
場
合
は
対
象
外

•
１
月
の
助
成
上
限
額
は
１
万
円

•
年
間
10
月
分
ま
で

•
複
数
の
定
期
券
を
購
入
し
て
い
る
場

合
は
、
合
計
し
て
助
成
額
を
計
算

•
複
数
月
の
定
期
券
を
購
入
さ
れ
た
場

合
は
、
1
月
分
に
換
算
し
て
助
成
額
を

計
算

■
申
請
時
期　

９
月
と
翌
年
３
月
の
年

２
回

■
申
請
方
法　

在
学
す
る
高
校
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

し
、
定
期
券
の
写
し
等
を
添
え
、
高
校

を
経
由
し
て
教
育
委
員
会
へ
提
出

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
１
４
１
）

高
校
生
の
通
学
費
を
助
成
し
ま
す

萩
の
子
ど
も
が
萩
で

学
び
や
す
く
な
る
た
め
に

県内でも
先駆的な
取り組み

シリーズ

萩の創生①

■
お
も
ち
ゃ
図
書
館
地

域
開
館
日

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
ふ
る（
２
２
・

２
８
７
７
）
毎
週
火
曜

日
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
（
祝
日
は
休
館
）

※
日
程
は
施
設
へ
問
い

合
わ
せ
。
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○
多
子
世
帯
生
活
支
援

　

子
育
て
世
帯
の
中
で
も
特
に
経
済
的
負

担
が
大
き
い
、
多
子
世
帯
（
子
ど
も
が
３

人
以
上
の
世
帯
）
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
萩
市
共
通
商
品
券
１
万
円
分
を
配
付

し
ま
す
。

　

多
子
世
帯
で
、
平
成
26
年
度
、
萩
市
か

ら
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は

引
換
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
引
換
券
に

記
載
さ
れ
た
場
所
で
、
商
品
券
と
引
き
換

え
て
く
だ
さ
い
。

※
多
子
世
帯
で
、
児
童
手
当
未
申
請
者
や

児
童
手
当
を
萩
市
以
外
か
ら
受
給
さ
れ
て

い
る
方
（
別
居
監
護
、
公
務
員
）
に
つ
い

て
は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
世
帯　

萩
市
に
住
民
票
が
あ
る
中

学
生
以
下
（
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
）
の
子
ど
も
が
世
帯
に
３
人

以
上
い
る
多
子
世
帯
で
、
児
童
手
当
受
給

世
帯
（
特
例
給
付
を
除
く
）

■
配
付
商
品
券　

１
世
帯
に
つ
き
萩
市
共

通
商
品
券
１
万
円
分
（
１
０
０
０
円
×
10

枚
）

■
配
付
期
間　

４
月
６
日
〜
５
月
29
日

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
５
３
６
）

萩
市
共
通
商
品
券
を
配
付
し
ま
す

○
後
期
高
齢
者
生
活
支
援

　

医
療
費
や
介
護
費
等
の
負
担
が
大
き

い
、
低
所
得
の
後
期
高
齢
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
萩
市
共
通
商
品
券
５
０
０

０
円
分
を
配
付
し
ま
す
。

　

75
歳
以
上
で
、
平
成
26
年
度
に
萩
市
が

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
決
定
を
行
っ
た

方
に
は
引
換
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
引

換
券
に
記
載
さ
れ
た
場
所
で
、
商
品
券
と

引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

※
75
歳
以
上
で
、
平
成
26
年
度
臨
時
福
祉

給
付
金
未
申
請
者
や
平
成
26
年
１
月
２
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
申
請
（
課
税
証

明
書
等
の
提
出
）
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者　

萩
市
に
住
民
票
が
あ
る
後
期

高
齢
者
（
75
歳
以
上
、
昭
和
15
年
３
月
31

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
平
成
26
年

度
市
民
税
（
均
等
割
）
非
課
税
者

※
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
生
活

保
護
制
度
の
被
保
護
者
を
除
く
。

■
配
付
商
品
券　

１
人
に
つ
き
萩
市
共
通

商
品
券
５
０
０
０
円
分
（
１
０
０
０
円
×

５
枚
）

■
配
付
期
間　

４
月
６
日
〜
５
月
29
日

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

多
子
世
帯
・
後
期
高
齢
者
の

生
活
支
援
の
た
め

販売日時 販売場所 購入可能セット数

１
回
目

4月5日（日）〜30日（木）
10:00〜17:00 田町商店街 旧福永金物店

引換ハガキで
1世帯1セットのみ4月6日（月）〜30日（木）

平日の開庁時間 各総合事務所、支所・出張所

2
回
目

5月10日（日）
11:00〜17:00

田町商店街 旧福永金物店
各総合事務所

引換ハガキで
1世帯3セットまで

（予定）
※完売次第終了。

5月11日（月）
9:00〜17:00

島しょ部（見島支所、大島出
張所、相島小中学校）

　

市
内
の
全
世
帯
が
必
ず
１
セ
ッ
ト
を
購

入
で
き
る
よ
う
、
各
世
帯
に
購
入
引
換
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
、
期
間
を
２
回
に
分
け
て

販
売
し
ま
す
。

■
販
売
価
格　

１
セ
ッ
ト
１
万
円

■
プ
レ
ミ
ア
ム
額　

２
０
０
０
円
（
１
セ

ッ
ト
１
万
２
０
０
０
円
分
）

※
商
品
券
１
０
０
０
円
分
×
12
枚
。

■
発
行
セ
ッ
ト
数　

４
万
セ
ッ
ト

■
購
入
方
法　

発
売
日
ま
で
に
市
内
全
世

帯
に
送
付
さ
れ
る
「
購
入
引
換
ハ
ガ
キ
」

を
持
参
し
、表
の
日
時
・
場
所
で
購
入

※
引
換
ハ
ガ
キ
は
１
回
目
・
２
回
目
と
も

使
用
し
ま
す
。

※
引
換
ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
場
合
、
再
発

行
し
ま
せ
ん
。

■
商
品
券
使
用
可
能
店
舗　

市
内
の
ス
ー

パ
ー
、道
の
駅
、農
協
、漁
協
等
、約
２
３
０
店

舗
の
萩
市
共
通
商
品
券
協
同
組
合
加
盟
店

※
つ
り
銭
は
出
ま
せ
ん
。

■
商
品
券
の
使
用
期
限　

９
月
30
日（
水
）

※
商
品
券
購
入
時
に
配
布
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
商
工
会
議
所
内
萩
市
共
通
商
品
券
協
同

組
合
事
務
局
（
２
５
・
３
３
３
３
）

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

■販売日時・購入場所

４〜５月

※全世帯に購入引換
ハガキを送付しま
す。ハガキがないと
購入できません。

　

県
内
で
い
ち
早
く
４
月
か
ら
、
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
（
割
増
金
）
が
付
い

た
萩
市
共
通
商
品
券
が
、
萩
市
内
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
の
地
方

創
生
交
付
金
を
活
用
し
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
萩
市
共

通
商
品
券
協
同
組
合
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
販
売
し
ま
す
。

見本

使
用
期
限
は

９
月
30
日
ま
で

２割お得なプレミアム付
萩市共通商品券が販売

１万円で１万2000円分！
県 内 最 速 で 販 売 開 始 ！４ 月 〜
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姉
妹
都
市 

下
田
市
と

吉
田
松
陰
先
生
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て

　

萩
市
民
号
は
、
萩
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問

し
、
先
人
の
足
跡
を
辿
り
、
偉
業
に
触
れ
、

学
ぶ
こ
と
で
、
偉
大
な
功
績
を
広
く
情
報

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
50
年
に
下
田
市
と
姉
妹

都
市
提
携
を
交
わ
し
て
か
ら
40
年
の
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

下
田
市
は
「
日
本
の
開
国
に
先せ
ん
べ
ん鞭
を
つ

け
た
地
」、萩
市
は「
明
治
維
新
胎
動
の
地
」

で
あ
り
、
共
に
歴
史
の
ま
ち
と
し
て
知
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
幕
末
、
吉
田
松
陰
先
生

ら
が
下
田
沖
に
停
泊
中
の
ペ
リ
ー
艦
隊
に

乗
艦
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
密
航
を
試
み
た
と

い
う
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
姉

妹
都
市
の
縁
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

横
須
賀
や
箱
根
、
下
田
に
残
る
松
陰
先

５月 14 日
（木）

市役所（午前６時頃） → 山口宇部空
港 → 羽田空港 → 横須賀市内見学（横
須賀高校訪問） → 徳

とくとみ

富蘇
そ ほ う

峰記念館 → 
箱根温泉宿泊

５月 15 日
（金）

箱根神社（吉田松陰碑） → 伊豆の国
市見学（韮

にらやま

山反射炉、江川太
た ろ う ざ え も ん

郎左衛門
ゆかりの地） → 下田市（松陰先生ゆ
かりの地訪問、黒船祭り花火大会見学） 
→ 下田温泉宿泊

５月 16 日
（土）

下田市内見学（松陰先生ゆかりの地、
黒船祭りパレード等見学） → 羽田空
港 → 山口宇部空港 → 市役所（午後
10 時頃）

●主な行程（予定）　※現地での移動は貸切バス

▽
横
須
賀
高
校　

松
陰
先
生
の
甥
、
吉

田
庫く
ら
ぞ
う
三
が
初
代
校
長
を
務
め
た
高
校
。

元
内
閣
総
理
大
臣
小
泉
純
一
郎
の
母

校
。
椿
東
の
松
陰
墓
所
に
あ
る
庫
三
の

墓
の
横
に
は
同
校
同
窓
会
が
建
立
し
た

顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。

▽
箱
根
神
社　

神
社
の
敷
地
内
に
は
、

平
成
６
年
、
萩
市
観
光
協
会
、
松
陰
神

社
、
萩
温
泉
旅
館
協
同
組
合
が
設
置
し

た
松
陰
先
生
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

▽
韮に
ら
や
ま山

反
射
炉　
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産 

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」

と
し
て
世
界
遺
産
登
録
を
共
に
目
指
し

て
い
る
資
産
の
一
つ
で
、
鉄
製
大
砲
を

鋳
造
し
た
反
射
炉
と
し
て
国
内
に
唯
一

現
存
す
る
も
の
で
す
。

▽
下
田
市　

下
田
は
、「
日
米
和
親
条

約
」
の
締
結
に
伴
い
、
函
館
と
と
も
に

５
月
14
日
木
～
16
日
土

生
の
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
す
る
と
と
も

に
、
萩
市
と
下
田
市
と
い
う
日
本
の
幕
末

史
・
近
代
史
の
舞
台
と
な
っ
た
地
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
松
陰
先
生
の
志
を
知
る
機

会
と
す
る
た
め
に
萩
市
民
号
を
派
遣
し
ま

す
。

■
と
き　

５
月
14
日
（
木
）
～
16
日
（
土
）

２
泊
３
日

■
参
加
料　

１
人
６
万
９
０
０
０
円
（
２

泊
と
も
４
人
１
室
利
用
、
食
事
付
）

■
定
員　

30
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

明治維新150年記念事業・下田市姉妹都市提携40周年記念

日
本
で
最
初
に
開
港
し
た
港
町
。
松
陰

先
生
ら
が
異
国
を
見
聞
し
よ
う
と
ペ
リ

ー
艦
隊
へ
乗
艦
、
密
航
を
試
み
た
地
で

あ
り
、
松
陰
先
生
に
関
す
る
多
く
の
史

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

▽
吉
田
松
陰
寓ぐ
う
き
し
ょ

寄
処　

密
航
前
に
下
田

に
い
た
松
陰
先
生
が
、
皮
膚
病
の
湯
治

の
た
め
訪
れ
た
蓮れ
ん
だ
い
じ

台
寺
温
泉
で
、
数
日

間
身
を
寄
せ
た
場
所
。

▽
ハ
リ
ス
の
小こ
み
ち径　

初
代
米
国
総
領

事
・
ハ
リ
ス
が
散
策
し
た
と
い
う
道
。

「
至
し
せ
い
て
ん
に
つ
う
ず

誠
通
天
」
と
大
書
さ
れ
た
松
陰
先

生
の
顕
彰
碑
も
あ
り
ま
す
。

▽
弁
天
島　

松
陰
先
生
と
金
子
重し
げ
の
す
け

之
助

は
、
こ
こ
に
あ
る
祠
ほ
こ
らに
身
を
隠
し
、
安

政
元
年
（
１
８
５
４
）
３
月
27
日
の
深

夜
に
密
航
を
試
み
ま
す
。
同
地
に
は
、

松
陰
先
生
の
七し
ち
せ
い
せ
つ

生
説
の
碑
、
金
子
重
之

助
の
顕
彰
碑
、
弁
天
社
な
ど
が
あ
り
ま

す
。　
　

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
の
方
（
高
校
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
募
集
期
間　

４
月
1
日
〜
10
日

■
申
込
方
法　

企
画
政
策
課
備
え
付
け
の

申
込
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
持
参
ま
た
は
電
話

■
申
し
込
み　

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５ 

萩
市
企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
０
２
、Ｆ

Ａ
Ｘ
２
６
・
３
８
０
３
、メ
ー
ルkikaku@

city.hagi.lg.jp

）

■
主
な
見
学
所
（
予
定
）

弁天島

下
田
弁
天
島
の
西
側
に
建
つ
松
陰
先
生

と
金
子
重
之
助
の
像
「
踏と

う
か
い海
の
朝
」

萩市民号

参加者募集！
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♬
　

萩
市
合
併
10
周
年
と
、大
河
ド
ラ
マ「
花

燃
ゆ
」
の
放
送
を
記
念
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響

楽
団
萩
特
別
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

指
揮
に
同
楽
団
正
指
揮
者
の
尾お
た
か高

忠た
だ
あ
き明
氏
、
ソ
プ
ラ
ノ
に
安
藤
赴ふ

み

こ
美
子
氏

と
、
世
界
で
も
活
躍
す
る
お
二
人
を
お
招

き
し
て
の
特
別
公
演
と
な
り
ま
す
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
と
し
て
、
大
河
ド
ラ

マ
「
花
燃
ゆ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ

を
、
市
民
合
唱
団
と
合
同
で
演
奏
さ
れ
ま

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
に
よ
る
、
日
本
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
奏
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
と
き　

５
月
31
日
（
日
）
午
後
３
時
〜

５
時
（
開
場　

午
後
２
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
プ
ロ
グ
ラ
ム　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
交
響

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団 

萩
特
別
公
演

■ＮＨＫ交響楽団
　昭和元年（1926）10 月、プロ・オーケスト
ラの新交響楽団として結成。その後、日本交響楽
団の名称を経て、昭和 26 年に日本放送協会の支
援を受け、ＮＨＫ交響楽団と改称、日本を代表す
るオーケストラとしての基礎を築いた。
　定期公演は昭和２年２月から、第２次大戦中も
中断することなく続けられた。世界一流の指揮者
を次々と招へい、また、話題のソリストたちと共
演し、歴史的名演を残している。
　近年、年間 54 回の定期公演をはじめ、全国各
地で約 120 回のコンサートを開催、ＮＨＫテレ
ビ、ＦＭラジオで放送されるとともに、国際放送
を通じて欧米やアジアにも紹介、活動と演奏は国
際的にも高い評価を得ている。
　「花燃ゆ」をはじめ、毎年、大河ドラマのメイ
ンテーマ音楽を演奏している。

「
花
燃
ゆ
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
を
演
奏
！

曲
第
41
番
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」、「
花
燃
ゆ
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
ほ
か

■
入
場
料　

全
席
指
定
前
売
Ａ
席

８
０
０
０
円
、
Ｂ
席
７
０
０
０
円
（
当
日

は
５
０
０
円
増
）

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可
。

※
託
児
あ
り
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）。

■
前
売
券
発
売
日　

４
月
１
日
（
水
）

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

市
役
所
総
合
案
内
、

市
民
館
、
ア
ト
ラ
ス
萩
店
、
サ
ン
リ
ブ
萩

店
、
萩
楽
器
店
、
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
、
ロ

ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
ほ
か

■
主
催　

萩
市
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
萩
特

別
公
演
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課 

（
２
５
・
３
５
９
０
）

至極のプログラムで送るひととき

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

長
州
男
児
、
愛
の
手
紙

ー
吉
田
松
陰
か
ら
盟
友
・
小
田
村
伊
之
助
へ
、久
坂
玄
瑞
か
ら
妻
文
へ
ー

　

小
田
村
伊い
の
す
け

之
助
（
楫か
と
り取
素も
と
ひ
こ
彦
）
が
保

存
し
て
い
た
盟
友
吉
田
松
陰
の
手
紙
24

通
と
、
文ふ
み

（
美
和
子
）
が
保
存
し
て
い

た
久
坂
玄げ
ん
ず
い
瑞
の
手
紙
６
通
（る
い
し
ゅ
う
ち
ょ
う

涙
袖
帖
）

を
一
挙
初
公
開
し
ま
す
（
楫
取
家
資

料
）。
こ
の
ほ
か
に
、
高
杉
晋
作
が
妻

に
あ
て
た
手
紙
な
ど
を
展
示
し
、
そ
の

思
い
と
人
間
性
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

古
文
書
の
魅
力
も
楽
し
め
る
特
別
展
で

す
。

■
と
き　

４
月
17
日
（
金
）
～
６
月
21

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
会
期
中
無
休
。

■
観
覧
料　

大
人
５
１
０
円
、高
・
大

学
生
３
１
０
円
、小
・
中
学
生
１
０
０
円

■
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト　

大
人
１
５
４
０

円
、
高
・
大
学
生
９
２
０
円
、
小
・
中

学
生
３
１
０
円

※
現
在
開
催
中
の
特
別
展
「
海
を
拓
い

た
萩
の
人
々
」は
４
月
５
日
ま
で
で
す
。

特
別
展

涙袖帖

◆
特
別
展
「
べ
っ
ぴ
ん
！
美
形
い
き
も

の
帳
～
世
に
も
美
し
い
生
物
の
秘
密
」

　

夏
休
み
の
家
族
向
け
企
画
。
美
し
い

世
界
の
生
き
物
３
０
０
種
以
上
を
紹
介

▽
７
月
４
日
（
土
）
～
９
月
６
日
（
日
）

◆
企
画
展
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
と
萩

　

萩
の
資
産
の
位
置
づ
け
や
、
幕
末
の

萩
藩
が
取
り
組
ん
だ
工
業
化
等
を
紹
介

▽
９
月
19
日
（
土
）
～
11
月
29
日
（
日
）

◆
企
画
展
「
城
下
町
・
萩
の
ひ
み
つ
～

迷
宮
へ
の
い
ざ
な
い
」

　

城
下
町
の
歴
史
文
化
や
自
然
が
今
に

息
づ
く
理
由
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

▽
12
月
1
日
（
火
）
～
平
成
28
年
４
月

７
日
（
木
）

▼
特
設
展
示
室
「
兄
松
陰
と
妹
文
︱
杉

家
の
家
族
愛
︱
」（
杉
家
資
料
）

平
成
28
年
９
月
４
日
（
日
）
ま
で

▼
高
杉
晋
作
資
料
室

高
杉
晋
作
と
奇
兵
隊

▼
テ
ー
マ
展

•
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

•
大
河
ド
ラ
マ
ト
レ
イ
ル
を
歩
く

•
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

平
成
27
年
度
展
示
案
内

４
月
17
日
（
金
）
～
６
月
21
日
（
日
）

ＮＨＫ交響楽団
初の萩公演が実現！
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ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
の
運
賃
が
４
月
１
日

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
半
額
の
１
０
３
０
円

（
片
道
大
人
）
に
変
わ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
（
Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅

⇔

大

河
ド
ラ
マ
館
前
直
行
バ
ス
）

■
運
行
期
間　

平
成
28
年
１
月
10
日
ま
で

■
運
行
便
数　

１
日
８
便
（
４
往
復
）

■
所
要
時
間　

片
道
約
60
分

■
運
賃　

片
道
大
人
１
０
３
０
円
（
小
児

半
額
）

※
３
月
31
日
ま
で
は
、
２
０
６
０
円
。

■
問
い
合
わ
せ

防
長
交
通（
２
５
・
３
８
１
６
）、中
国
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
バ
ス
（
０
８
３
・
９
２
２
・
２
５

１
９
）

　
　
　

３
月
18
日（
開
館
か
ら
67
日
目
）

市
内
定
期
観
光
バ
ス

　
「
花
燃
ゆ
」
ゆ
か
り
の
地
や
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
構
成
資
産
な
ど
、

お
す
す
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
定
期

観
光
バ
ス
（
ガ
イ
ド
付
き
）
を
運
行
し
て

い
ま
す
。

■
運
行
期
間　

平
成
28
年
１
月
10
日
ま
で

■
運
行
便
数　

１
日
１
便

■
運
行
時
刻　

午
前
９
時
15
分
発
〜
正
午

着
（
所
要
時
間
、
約
２
時
間
45
分
）

■
運
行
コ
ー
ス　

大
河
ド
ラ
マ
館
前
→
城

下
町
散
策
→
萩
城
跡
・
指
月
公
園
→
菊
ヶ

浜
→
恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
→
萩
反
射
炉

→
松
陰
神
社
→
松
陰
誕
生
地
→
大
河
ド
ラ

マ
館
前

■
運
賃　

大
人
２
５
０
０
円（
小
児
半
額
）

■
申
込
方
法　

乗
車
日
前
日
の
午
後
３
時

ま
で
に
電
話
予
約
（
催
行
人
数
２
人
）

■
申
し
込
み

防
長
交
通
（
２
５
・
３
８
１
６
）

花
燃
ゆ
号
（
萩
・
石
見
空
港

⇔

大
河
ド
ラ

マ
館
前
直
行
バ
ス
）

■
運
行
期
間　

４
月
３
日
〜
平
成
28
年
１

月
10
日
の
金
・
土
・
日
曜
日
、
祝
日

■
運
行
便
数　

１
日
２
便
（
１
往
復
）

■
運
行
時
刻

※
運
行
時
刻
は
飛
行
機
の
ダ
イ
ヤ
に
合
わ

せ
て
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
運
賃　

片
道
大
人
２
０
０
０
円
、
往
復

大
人
３
０
０
０
円
（
と
も
に
小
児
半
額
）

■
問
い
合
わ
せ　

石
見
交
通（
０
８
５
６
・
２
４
・
０
０
８
０
）

　

兵
庫
県
姫
路
市
か
ら
妹
と
、
山
口
市

に
住
む
祖
父
母
の
４
人
で
の
訪
問
し
、

５
万
人
目
と
な
っ
た
山
下
修
平
さ
ん
は

「
幕
末
の
歴
史
が
好
き
で
萩
に
来
ま
し

た
。
ロ
ケ
地
な
ど
も
巡
り
登
場
人
物
を

詳
し
く
知
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

祝５万人達成セレモニー

市内定期観光バス

◆
入
館
者
５
万
人
達
成

　

大
河
ド
ラ
マ
館
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
志
士
判
定
お
み
く
じ
コ
ー
ナ
ー

　

志
士
判
定
お
み
く
じ
の
コ
ー
ナ
ー
で
質

問
に
答
え
る
と
、
久
坂
玄
瑞
や
高
杉
晋
作

な
ど
の
志
士
８
人
の
う
ち
自
分
が
誰
の
タ

イ
プ
に
似
て
い
る
か
判
定
。
判
定
さ
れ
た

志
士
の
引
き
出
し
か
ら
取
り
出
す
お
み
く

じ
に
は
、
松
陰
先
生
が
評
価
し
た
、
そ
の

志
士
の
特
徴
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
と
志
士
が
自
己
紹
介

　

順
路
を
進
み
、「
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
て

ご
ら
ん
！
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
入
場
口

で
受
け
取
る
志
士
カ
ー
ド
を
モ
ニ
タ
ー
前

に
置
く
と
、
そ
の
志
士
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
で
現
れ
、
自
己
紹
介
し
ま
す
。
カ
ー
ド

を
動
か
す
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
人
物
も

動
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
河
ド
ラ
マ
推
進
室
（
２
５
・
３
１
３
９
）

文
と
萩
物
語

花
燃
ゆ
大
河
ド
ラ
マ
館

見
ど
こ
ろ
紹
介
④

あなたはどの志士のタイプか？
質問に答えて判定（おみくじ
コーナ−）

入場口で受け取ったカード
をかざすとアニメーション
の志士たちが自己紹介

萩・明倫センター（大河ドラマ館前）発着の
便利なバスを運行しています。
お出かけや帰省などにぜひご利用ください。

ドラマ館前
16:10 発

萩・石見空港
17:30 着
益田駅前
17:40 着

益田駅前
12:40 発

萩・石見空港
12:50 発

ドラマ館前
14:10 着
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４月から
市役所の組織等を
変更します

　

４
月
か
ら
、
市
役
所
の
税
務
、
福
祉

（
高
齢
者
支
援
、
障
が
い
者
支
援
、
介

護
保
険
等
）、
農
林
業
、
商
工
振
興
の

各
部
門
の
組
織
を
一
部
変
更
す
る
と
と

も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
や
市
役

所
内
の
保
健
師
の
連
携
に
よ
る
効
率

化
、
上
下
水
道
部
の
組
織
機
能
強
化
の

た
め
、
部
署
の
移
転
を
行
い
ま
し
た
。

▼
部
署
の
移
転

　

福
祉
政
策
課
、
健
康
増
進
課
、
西
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
下
水
道
建
設

課
を
市
役
所
本
庁
お
よ
び
周
辺
施
設
に

移
転
し
ま
し
た
。

※
健
康
増
進
課
が
行
う
健
康
教
室
、
健

康
相
談
、
健
康
診
断
、
料
理
教
室
等
は
、

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

新しい部署名 旧部署名 主な仕事
課税課 税務課 市税全般の賦課、各種税務証明書の発行

高齢者支援課 高齢・障がい
支援課
介護保険課

高齢者福祉、介護保険認定等
ねんりんピック推進室（市民体育館内）

福祉支援課 障がい者福祉、生活保護、生活困窮者支援

農林振興課 農政課
林政課

農業や林業の振興
新規就農者の支援
有害鳥獣対策
柑きつ、畜産の振興
市有林野の経営管理、林地開発、治山事業、
林道

商工振興課 商工振興・企
業誘致推進課

商工業の振興、離島振興、中小企業融資制度、
萩焼等陶芸の振興、企業誘致

▶組織の変更

▶

◀

▼

▶

▼

▼

市役所本庁舎
市民館

市役所
第３庁舎

市役所
第２庁舎

▼

福祉政策課
（１階）

課税課 西地域包括
支援センター

福祉支援課

高齢者支援課

健康増進課

下水道建設課
（２階）

総合窓口

市役所前庭駐車場

福祉支援
センター

国道 191号

正面入口

総合福祉
センター

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
と
は
、
住
民
票
を
有
す

る
す
べ
て
の
方
に
１
人
１
つ
の
番
号
を
付
け
て
、
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
分
野
で
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同

一
の
方
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
い
方

　

年
金
や
雇
用
保
険
、
医
療
保
険
、
各
種

手
当
等
の
給
付
、
確
定
申
告
等
の
税
の
手

続
き
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
と
い
っ

た
、
法
律
や
条
例
で
定
め
ら
れ
た
も
の
に

限
り
使
用
し
ま
す
。

▽
民
間
事
業
者
の
方
へ

　

税
や
社
会
保
障
の
手
続
き
の
た
め
従
業

員
か
ら
個
人
番
号
の
提
出
を
受
け
、
書
類

に
記
載
す
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
内
閣
官
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
む
や
み
に
他
人
に
提

供
す
る
こ
と
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

不
正
に
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

　

今
年
10
月
以
降
、「
通
知
カ
ー
ド
」
が

住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の
方
に
郵
送
さ

れ
、
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
涯
、
原
則
変
更

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
取
り
扱
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

導
入
の
メ
リ
ッ
ト

①
面
倒
な
手
続
き
が
簡
単
に

（
市
民
の
利
便
性
の
向
上
）

　

本
人
確
認
や
所
得
な
ど
の
情
報
の
確

認
が
し
や
す
く
な
る
た
め
、
証
明
書
な

ど
の
交
付
申
請
時
に
必
要
と
な
る
身
分

証
明
書
や
、
課
税
証
明
書
な
ど
の
添
付

資
料
の
省
略
や
簡
素
化
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
申
請
時
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

②
給
付
金
等
の
不
正
受
給
の
防
止

（
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
）

　

所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況

を
把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
、
負
担
を

不
当
に
免
れ
た
り
、
給
付
を
不
正
に
受

け
た
り
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
方
に
き
め
細
や
か
な
支
援

が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
手
続
き
が
正
確
で
早
く
な
る

（
行
政
の
効
率
化
）

　

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
で
、複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が

進
む
た
め
、作
業
の
重
複
が
減
り
、情
報

の
照
合
な
ど
に
要
す
る
時
間
が
短
縮
さ

れ
ま
す
。
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３
月
25
日
、
山
口
県
の
サ
ク
ラ
の
開
花
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
も
、

３
月
下
旬
か
ら
各
地
で
サ
ク
ラ
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。
春
の
花
、
サ
ク
ラ
を
楽
し

め
る
市
内
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
名
所
な
ど
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
各
地
の
サ
ク
ラ
巡
り
で
春
を
堪
能
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

萩
の
サ
ク
ラ
の
名
所
紹
介
〔
前
編
〕

サクラを見に行こう！春です

▶指月公園（堀内）
　公園内がサクラ一色で染められます。ま
た、ライトアップされた夜桜も楽しむこと
ができます。

▶橋本川土手（河添ほか）
　開花時期には萩八景遊覧船の船上から、
この桜並木を観賞することができます。

　

そ
の
他
に
も
、
月
見
川
沿
い
、
笠
山

山
頂
な
ど
で
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
観
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
以
外
で
は
、
志し

づ

き
都
岐

山
神
社
の
ミ
ド
リ
ヨ
シ
ノ
、
中
央
公
園

の
チ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
ヒ
ザ
ク
ラ
な
ど
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

次
号
の
市
報
４
月
15
日
号
で
は
後
編

と
し
て
、
遅
咲
き
な
ど
、
４
月
中
旬
頃

に
楽
し
め
る
サ
ク
ラ
の
名
所
を
紹
介
し

ま
す
。

▶桜花台（椿東）
　萩やすらぎ苑に向かう市道にあり、隠れ
た名所。道路沿いの桜並木を楽しむことが
できます。

■問い合わせ
都市計画課花と緑の推進室

（２５・３１６０）

萩
が
生
ん
だ
日
本
画
家
の
画
集

村
上
景
介
の
世
界

　

萩
に
生
ま
れ
、
萩
を
愛
し
、
萩
を
描
き

続
け
た
日
本
画
家
、
村
上
景け
い
す
け介

画
伯
（
明

治
40
年
〜
平
成
17
年
）。
東
京
美
術
学
校

（
現
東
京
芸
術
大
学
）
日
本
画
科
で
、
東

山
魁か
い
い夷
と
と
も
に
学
び
、
並
び
称
さ
れ
な

が
ら
も
卒
業
後
は
萩
に
帰
郷
。
萩
高
校
の

講
師
や
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
絵
画

の
振
興
に
捧
げ
た
日
本
画
家
で
す
。

　

昨
年
秋
の
第
10
回
萩
市
美
術
展
を
記
念

し
て
開
催
し
た
、特
別
展
「
村
上
景
介
展
」

で
は
、
日
本
画
や
水
彩
画
な
ど
、
約
80
点

も
の
作
品
を
初
め
て
一
堂
に
展
示
。
こ
の

作
品
を
網
羅
し
た
、
村
上
景
介
が
描
く
世

界
を
充
分
に
堪
能
で
き
る
作
品
集
で
す
。

■
発
売
日　

４
月
15
日

■
Ａ
４
版
40
ペ
ー
ジ
（
フ
ル
カ
ラ
ー
）

■
販
売
部
数　

５
０
０
冊
限
定

■
価
格　

２
０
０
０
円
（
税
込
）

■
販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ

村
上
景
介
作
品
集
作
製
委
員
会
事
務
局

（
市
民
館
内
文
化
・
生
涯
学
習
課
、
２
５
・

３
５
９
０
）

を
教
え
な
が

ら
、
数
多
く

の
作
品
を
生

み
出
す
な

ど
、
そ
の
生

涯
を
萩
画
壇

◎
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ（
所

得
税
等
の
電
子
申
告
）
な
ど
の
各
種
電
子

申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
表
面
に
、
氏
名
、
住
所
、
生
年

■マイナンバーに関する問い合わせ窓口
マイナンバーコールセンター
　　　　　（０５７０・２０・０１７８）
午前９時 30 分〜午後５時 30 分

（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
※通話料がかかります。
▽英語対応（０５７０・２０・０２９１）
▽ホームページ　http://www.cas.go.jp/jp/
seisaku/bangoseido/

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課（
２
５
・
３
４
３
９
）

月
日
、
性
別
、
本
人
の
顔
写
真

が
表
示
さ
れ
、
裏
面
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
方
法　

通
知
カ
ー
ド
と

一
緒
に
送
付
さ
れ
る
申
請
書
に

顔
写
真
を
添
付
し
市
に
申
請
。

平
成
28
年
１
月
以
降
に
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※個人番号カードの
取得は任意です。
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平成27年度から、所得に応じた
保険料の軽減措置等の見直しを実施

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

平成 26 年度まで 51 万円 16 万円 14 万円
平成 27 年度から 52 万円（+1 万円） 17 万円（+1 万円） 16 万円（+2 万円）

平成26年度まで 基準額 33 万円 +45 万円
　×被保険者数 以下

平成27年度から 基準額 33 万円 +47 万円
　×被保険者数 以下

※所得基準額は、いずれも同一世帯内の被保険者および世帯主の前年の所得の合計額。

■保険料の賦課限度額を引き上げ
　国保の保険料の負担は、所得が高い方でも、上限
が賦課限度額までとなっているため、所得に応じた
保険料となるように平成 27 年度から賦課限度額が

■保険料軽減措置の拡充
　世帯の前年中の所得が決められた所得基準を下回
っている場合は、保険料の均等割額と平等割額が所
得に応じて 7 割・５割・２割軽減されます。

平成26年度まで 基準額 33 万円 +24.5 万円
　×被保険者数 以下

平成27年度から 基準額 33 万円 +26 万円
　×被保険者数 以下

○５割軽減の拡大 ○２割軽減の拡大

■問い合わせ 課税課市民税係（２５・３７８１）

引き上げられます。
　これにより中間所得層の被保険者に配慮した保険
料設定となります。

　この軽減の基準となる所得額が引き上げられ、保
険料を軽減される方が拡大され、軽減対象となる基
準額が引き上げられました。

国民健康保険の制度改正のお知らせ

萩
市
起
業
化
支
援
補
助
制
度
を
改
定

　

市
で
は
、
就
業
機
会
が
少
な
い
こ
と

や
若
者
等
の
市
外
流
出
に
よ
る
人
口
減

少
、
離
職
者
の
雇
用
確
保
等
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
独
創
性
や
地
域
へ
の

波
及
効
果
の
あ
る
事
業
内
容
に
よ
り
新

た
に
起
業
す
る
方
を
対
象
に
、
事
業
所

開
設
等
に
必
要
な
資
金
を
補
助
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
制
度
を
改

定
し
対
象
者
を
拡
大
し
て
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
改
定
内
容　

①
対
象
者
に
新
分
野
へ

の
進
出
に
よ
り
規
模
拡
大
を
行
う
既
存

事
業
者
を
追
加
、
②
審
査
項
目
に
市
場

性
（
市
場
規
模
）
に
応
じ
た
業
種
を
追

加■
申
込
方
法　

商
工
振
興
課
備
え
付
け

の
申
請
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
書
類
を
添

付
し
提
出

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
８
１
１
）

■起業化支援補助金制度の概要

※後期は 10 月 1 日から 31 日の間、平成 27 年７月から平成 28 年
3 月までの起業等に対して募集します。

対象者

■前期募集期間　4月 1日〜 30 日
平成 27 年 1 月～ 9 月までに起業した、または起業予
定の方、および新分野進出等により規模拡大した、ま
たは規模拡大予定の既存事業者
①起業の日、開業の日に市内に居住、または居住を予
定している方
②市内に起業のため事業所を設置、または設置しよう
としている方（加盟小売店を除く）、新分野進出のため
に規模拡大をしようとする既存事業者
③市税をすべて完納している方
※ただし、他の条件で対象にならない場合もあります。

補助対
象経費

①事業所の賃貸または開設に係る経費
②設備、備品購入費
③従業員の人材育成費
④広告宣伝費
⑤その他事業開始に係る経費

（不動産取得、法人化にかかる経費を除く）
※補助対象経費の合計が 50 万円以上となる事業

補助率 2 分の 1 以内（上限 50 万円）

添付
書類

①法人は法人登記簿謄本・定款、個人は税務署提出の
開業届出書の写し
②事業計画書
③申請者の市税の納税証明書またはこれに代わる書類

起
業
・
新
分
野
進
出
を
支
援

補
助
制
度
の
利
用
者
を
募
集
！
開
設
費
等
の
50
％
以
内
、

上
限
50
万
円
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コース 曜日 ステーション・時　間

わ
く
わ
く
号
︵
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地
域
︶

1 木
（第1・3）

山田保育園

9:30～10:00

住の江保育園

10:10～10:35

萩幼稚園

10:50〜11:30

三見
小・中学校

12:45～13:15

三見保育園

13:25～13:45

さんみ苑

13:55～14:20

三見市
仁王会館

14:35～14:55

2 金
（第1・3）

萩光塩学院
幼稚園

9:30〜9:50

土原保育園

10:00～10:30

山口県漁協玉江
浦支店裏駐車場
10:45～11:05

椿西小学校

13:00～13:35

椿保育園

13:45～14:15

春日保育園

14:30～14:55

木間
小･中学校

15:50～16:20

3 木
（第2・4）

大井保育園

9:50～10:15

オアシス
はぎ園

10:20～10:45

山口県漁協
大井湊支店
10:55～11:20

山口県漁協
大井浦支店
11:30～11:50

大井小学校

13:00～13:30

越ケ浜小学校

13：50～14:10

越ケ浜せり場

14:20～15:05

椿の郷

15:15～15:45

4 金
（第2・4）

萩総合支援
学校

10:10～10:40

日の丸保育園

11:00～11:40

椿東小学校

13:00～13:40

椿東保育園

14:00～14:30

越ケ浜保育園

15:15～15:45

越ケ浜中学校

16:10～16:25

5 火
（第1・3）

佐々並小学校

10:20～10:35

あさひ保育園
佐々並分園
10:45～11:15

明木小学校
明木中学校

13:00～13:30

ちはるえん

13:40～14:10

福祉複合施設
「つばき」

14:30～15:30

白水小学校

16:00～16:20

6 水
（第1・3）

あさひ保育園

9:30～9:50

川上中学校

13:20～13:40

かわかみ苑

13:50～14:20

川上公民館

14:25～14:40

川上小学校

14:45～15:15

川上保育園

15:25～15:55

7 火
（第2・4）

福川小学校

10:10～10:30

むつみ保育園

10:50～11:20

むつみ園

11:25〜11：45

むつみ中学校

13:00～13:35

ハピネス
ふくえ

14:10～14:30

福川保育園

14:40～15:10

8 水
（第2・4）

むつみ小学校

10:10～10:35

紫福園

10：45～11:25

福栄中学校

13:10～13:30

萩市役所
紫福支所

13:40～14:00

紫福保育園

14:10～14:35

紫福小学校

14:50～15:20

9
月

（第２）
変動あり

大島渡船場

11:30〜11:50

大島
小・中学校

12:00〜12:15

大島保育園

12:15〜12:40

ま
な
ぼ
う
号
︵
須
佐
・
田
万
川
地
域
︶

田
万
川

火
（月2回）

田万川保育園
小川分園

12:45〜13:00

小川小学校

13:00〜13:40

阿北苑

13:50〜14:05

田万川保育園

14:20〜14:35

多磨児童
クラブ

14:45〜15:00

須
佐
Ａ

毎週水
すさ苑

10:30〜10:45

生活支援
ハウス寿

10:50〜11:10

須佐保育園

12:45〜13:05

須佐中学校

13:10〜13:40

みやこ編物

14:05〜14:20

育英元気っ子

14:35〜14:55

須佐総合
事務所

15:00〜15:20

弥
富 毎週木

多磨小学校

10:10〜10:30

弥富小学校

13:00〜13:20

森林組合
須佐支所

13:25〜13:40

弥富公民館

13:45〜14:00

鈴野川
健康増進施設
14:20〜14:35

るーらる
SHOP315

15:00〜15:15

須
佐
Ｂ

毎週金
※月2回

山口県漁協
須佐支店

10:30〜10:50

しんわ苑

12:30〜12:45

育英小学校

12:55〜13:30

介護サービス
ぬくもり※

13:55〜14:05

八幡集会所※

14:15〜14:30

　移動図書館は、図書館から遠い地域の方にも気軽に利用して
いただくために、市内全域 13 コースを巡回しています。
　４月から「るーらるＳＨＯＰ３１５」が新しくコースに加わ
ります。また、「須佐保育園（新園舎）」で再開します。

館移 動 図 書

４月〜９月前 期

萩図書館（25・6355）
須佐図書館（08387・6・5500）

問い合わせ

巡回予定表

わくわく号
（土原保育園）

４月から
「須佐保育園」
新園舎で
再開！

まなぼう号
（弥富小学校）
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２
月
１
日
〜
28
日
で
、
18
件
、

39
万
円
の
寄
付
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

【
１
万
円
】
金
か
ね
ふ
じ藤

弘ひ
ろ
し志

（
神
奈
川

県
）、
杉
本
雅ま
さ
お夫

（
愛
知
県
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
２
件
）。 

（
平
成
26
年
度
累
計
４
２
８
件
、

ふ
る
さ
と
寄
付

寄
付

•
鈴
木
義よ
し
ぞ
う
蔵
さ
ん
（
南
古
萩
町
）

か
ら
、
聯れ
ん

２
本

◦
越
ヶ
浜
中
学
校
21
期
卒
業
生

（
代
表 

井
町
泰や
す
ひ
こ
彦
）
か
ら
、
サ
ク

ラ
の
苗
木
１
本

•
山
田
み
の
る
さ
ん
（
椿
東
）
か

ら
、
絵
画
「
萩
反
射
炉
」

小
川
交
流
セ
ン
タ
ー
の
愛

称
が
「
み
の
り
」
に
決
定

　

平
成
25
年
の
萩
市
東
部
集
中
豪

雨
災
害
で
被
災
し
た
小
川
支
所
・

小
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

代
わ
る
現
在
整
備
中
の
小
川
交
流

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
、
昨
年
９
月

か
ら
10
月
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

55
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
選

考
の
結
果
、
小
川
地
区
の
農
産
物

や
地
域
の
人
々
と
の
関
係
が
実
り
4

4

あ
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
込
め

た
、
田
村
馨か
お
るさ

ん
（
小
川
小
学
校

３
年
）
の
「
み
の
り
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、こ
れ
ま
で
の
支

所
機
能
に
消
防
器
庫
な
ど
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
加
え
る
と
と

も
に
、地
区
の
地
域
資
源
を
活
用

し
、地
域
間
・
都
市
農
村
交
流
の

場
と
な
る
小
川
地
区
の
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
７
月
に
開
所
予
定

で
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
１
４
９
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
等
の
手
当
額

が
変
わ
り
ま
す

　

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変

動
に
応
じ
て
手
当
額
を
改
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
各
手
当

額
に
つ
い
て
は
、
特
例
水
準
の
解

消
と
あ
わ
せ
て
2.4
％
の
引
き
上
げ

と
な
り
、
表
の
と
お
り
変
更
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

児
童
扶
養
手
当
＝
子
育
て
支
援
課

（
２
５・３
２
５
９
）、
そ
の
他
手
当

＝
福
祉
支
援
課
（
２
５・３
５
２
３
）

指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
付

は
４
月
中
旬
か
ら

　

市
で
は
、
世
帯
人
数
に
応
じ
て

指
定
ご
み
袋
を
無
料
で
配
付
し
て

い
ま
す
。
世
帯
人
数
の
確
定
は
、

４
月
３
日
時
点
の
住
民
基
本
台
帳

に
よ
り
行
う
た
め
、
各
町
内
会
等

へ
の
ご
み
袋
の
配
送
は
４
月
中
旬

か
ら
５
月
下
旬
に
か
け
て
順
次
行

い
ま
す
。

※
無
料
配
付
し
た
指
定
ご
み
袋

（
燃
や
せ
る
ご
み
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
）を
燃
や
せ
な
い
ご

み
の
袋
や
収
集
券
等
へ
交
換
を
希

１
１
０
６
万
６
０
０
０
円
）

望
さ
れ
る
場
合
は
、環
境
衛
生
課
、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、

支
所
・
出
張
所
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
（
一
枚
か
ら
交
換
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
１
４
６
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

農
業
委
員
会
会
長
等
が
決
定

　

３
月
12
日
に
農
業
委
員
会
臨
時

総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
、
職
務

代
理
者
に
次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

◦
会
長　

片
岡
兼か
ね
お雄
さ
ん（
山
田
）

◦
会
長
職
務
代
理
者　

藏
く
ら
ま
し増
裕ゆ
う

一い
ち

さ
ん
（
福
井
上
）

　

各
農
業
委
員
の
担
当
地
区
に
つ

い
て
は
、
萩
市
農
業
委
員
会
、
萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。問

い
合
わ
せ

萩
市
農
業
委
員
会

（
２
５
・
３
４
０
５
）

「
萩
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
の
策
定

　

市
で
は
、公
共
施
設
等
の
状
況

や
課
題
を
市
民
と
行
政
が
共
有

世帯人数
燃やせる

ごみ
（青色）

プラスチック
製容器包装
（黒色）

1〜2人 20枚 10枚

3〜4人 40枚 10枚

5人以上 40枚 20枚

■無料配布枚数

手当（月額） 3月まで 4月から

児童扶養
手当

全部支給 41,020円 42,000円

一部支給 9,680円～
41,010円

9,910円～
41,990円

特別児童
扶養手当

１級 49,900円 51,100円
２級 33,230円 34,030円

特別障害者手当 26,000円 26,620円
障害児福祉手当 14,140円 14,480円経過的福祉手当



市報HAGI●2015（平成27）年４月１日号23

し
、施
設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と

で
、公
共
施
設
等
の
最
適
な
配
置

を
実
現
す
る
た
め
、「
萩
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。

■
計
画
期
間　

平
成
26
年
度
〜
45

年
度
（
20
年
間
）

※
計
画
は
市
役
所
本
庁
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

財
産
管
理
課
（
２
５
・
３
１
４
３
）

市
税
・
使
用
料
等
の
納
付

場
所
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　

市
税
・
使
用
料
等
の
納
付
が
、

平
成
27
年
度
分
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
市
や
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
加

え
、
中
国
５
県
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口
で
も
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
で
き
る
納
付
書
は
、「
公
」

の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の

に
限
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

会
計
課
（
２
５
・
３
３
９
４
）

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援

給
付
金

　

ひ
と
り
親
の
求
職
活
動
の
促
進

と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の
制

度
で
、
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

金
と
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

等
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者　

児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
、
ま
た
は
同
様
の
所

得
水
準
に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

　今年度の市税の納期は、次のとおりです。納期内の納
付をお願いします。

平成27年度の市税納期

　　　 固定資産税・都市計画税 市県民税
第１期   5月16日〜6月1日   6月16日〜30日 
第２期   7月16日〜31日   8月16日〜31日
第３期 12月16日〜1月4日 10月16日〜11月2日
第４期   2月16日〜2月29日   1月16日〜2月1日

軽自動車税
全　期             5 月 16 日〜 6 月 1 日

※納付書が届き次第、早めに納めることもできます。
　納期を過ぎて支払う場合、督促料や延滞金がかかる場
合があります。
◎便利で確実な口座振替をぜひご利用ください
　一度手続きすると納期限に振替するため、納付書を紛
失したり、納期限を忘れる心配がありません。
■手続きに必要なもの　通帳、通帳の印鑑、納税通知書
■手続場所　金融機関、収納課、各総合事務所市民窓口
部門、支所・出張所
※振替開始は手続きの翌月以降の納期分からです。
■取り扱い金融機関
　山口銀行、萩山口信用金庫、西京銀行、もみじ銀行、
　あぶらんど萩農業協同組合、山口県漁業協同組合、中
　国労働金庫、信用組合広島商銀、西中国信用金庫、北
　九州銀行、ゆうちょ銀行
 問い合わせ　収納課（２５・３５７５）

父
、
母

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

教
育
訓
練
講
座
を
受
講
す
る
場

合
、経
費
の
20
％
（
上
限
10
万
円
）

を
支
給

○
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等

　

養
成
機
関
で
２
年
以
上
修
業
す

る
場
合
、
修
業
期
間
に
高
等
職
業

訓
練
促
進
給
付
金
を
支
給
し
、
修

了
時
に
修
了
支
援
給
付
金
を
支
給

■
支
給
期
間　

上
限
２
年
間

■
支
給
額

◦
市
民
税
非
課
税
世
帯　

月
額

10
万
円
、修
了
時
５
万
円

◦
市
民
税
課
税
世
帯　

月
額
７
万

５
０
０
円
、
修
了
時
２
万
５
０
０

０
円

※
申
請
希
望
の
方
は
、
子
育
て
支

援
課
で
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課（

２
５
・
３
２
５
９
）

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の

防
災
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」 

希
望
者
の
受
付
開
始

　

市
で
は
、
災
害
時
の
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
、
防
災
メ
ー
ル
が
利

用
で
き
な
い
高
齢
者
や
視
覚
・
聴

覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
等
に
対

し
、
命
に
関
わ
る
よ
う
な
重
要
な

防
災
情
報
を
自
宅
の
固
定
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
運
用
開
始
予
定
日　

７
月
１
日

■
内
容

①
自
宅
の
固
定
電
話
へ
音
声
に
よ

る
防
災
情
報
を
提
供

▽
対
象
者　

視
覚
に
障
が
い
が
あ

る
方
や
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
が
困

難
な
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
防

災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
が
自
宅

に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方

②
自
宅
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
へ
防
災
情

報
を
提
供

▽
対
象
者　

防
災
メ
ー
ル
の
登
録

が
困
難
な
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る

方■
申
込
方
法　

防
災
安
全
課
、
各

総
合
事
務
所
、
支
所
・
出
張
所
に

備
え
付
け
の
用
紙
を
４
月
30
日
ま

で
に
提
出

■
そ
の
他　

①
、
②
の
サ
ー
ビ
ス

の
他
に
、
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

申
込
不
要
の
防
災
情
報
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

が
あ
り
ま
す
。
電
話
番
号
等
は
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み

防
災
安
全
課（
２
５
・
３
８
０
８
）、

各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
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建
築
士
の
派
遣
に
よ
る
無

料
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修

の
補
助

○
無
料
耐
震
診
断
員
派
遣

　

住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
建
築
士
を
派
遣
し
て
無
料
で

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

■
募
集
戸
数　

18
戸

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
12
月

18
日　

○
耐
震
改
修
費
補
助

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

■
補
助
率　

費
用
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
60
万
円
）

■
募
集
戸
数　

３
戸

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
10
月

30
日

○
耐
震
診
断
費
補
助

　

一
定
規
模
以
上
の
公
共
的
建
築

物
の
耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

建
築
物

◦
幼
稚
園
、保
育
園
で
２
階
以
上
、

床
面
積
が
合
計
５
０
０
㎡
以
上

◦
病
院
、
診
療
所
で
３
階
以
上
、

床
面
積
が
合
計
１
０
０
０
㎡
以
上

◦
緊
急
輸
送
道
路
沿
い
に
建
つ
建

築
物
で
地
震
時
に
道
路
を
ふ
さ
ぐ

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
、
指
定
さ

れ
た
も
の
な
ど

■
補
助
率　

費
用
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
２
０
０
万
円
）

■
募
集
棟
数　

数
棟

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
12
月

18
日申

し
込
み

建
築
課
（
２
５
・
３
６
９
３
）

業
務
改
善
助
成
金
制
度
の

改
正

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
中
小
企
業

の
賃
金
と
業
務
の
改
善
を
支
援

し
、
従
業
員
の
賃
金
引
き
上
げ
を

図
る
「
業
務
改
善
助
成
金
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
が
、
２
月
か
ら

次
の
点
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◦
設
備
等
の
導
入
経
費
の
助
成

が
、
通
常
の
事
業
活
動
で
必
要
と

な
る
経
費
に
つ
い
て
は
助
成
の
対

象
外

◦
助
成
額
の
引
き
上
げ
（
賃
金
を

60
円
以
上
引
き
上
げ
た
場
合
の
労

働
者
数
に
応
じ
た
上
限
額
を
新
た

に
設
置
）

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
０
８
３
・
９
９
５
・
０
３
７
２
）

わ
ら
び
摘
み
フ
ェ
ス
タ

　

新
緑
鮮
や
か
な
平
わ
ら
び
台
で

春
を
感
じ
な
が
ら
わ
ら
び
摘
み
を

し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

４
月
26
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

平
わ
ら
び
台
（
福
井

上
）

■
内
容　

わ
ら
び
摘
み
、
昼
食
、

福
引
抽
選
、
も
ち
ま
き
な
ど

■
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料（
昼
食
代
含
む
）　

中
学

生
以
上
１
５
０
０
円
、
小
学
生

５
０
０
円
、小
学
生
未
満
無
料（
昼

食
な
し
）

■
主
催　

平
わ
ら
び
台
交
流
ツ

こんなとき 手続きに必要なもの

国保に
入るとき

他の市区町村から転入した 転出証明書

職場の健康保険を脱退した※ 職場の健康保険の資格喪失
証明書

子どもが生まれた 保険証
生活保護を受けなくなった※ 保護廃止決定通知書

国保を
やめる
とき

他の市区町村へ転出する※ 保険証

職場の健康保険に加入した・
被扶養者になった

国保の保険証と職場の健康
保険の保険証 ( 未交付の場
合は資格取得証明書）

被保険者が死亡した 保険証
生活保護を受け始めた※ 保険証・保護開始通知書
学生用の保険証の交付を受け
ていたが卒業した（引き続き
市外に住所を有する方）

保険証・卒業証明書など卒
業が確認できるもの

その他

市内で住所が変わった 保険証
世帯主や氏名が変わった 保険証
就学のため、子どもが他の市
区町村に住所が変わった 保険証・在学証明書

保険証を紛失した、あるいは
汚して使えなくなった

運転免許証など身分を証す
るもの

（すべての届出について印鑑が必要です）

こ
ん
な
と
き
に
は

必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険

者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

※
保
険
料
通
知
等
の
文
書
は
世
帯

主
宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、必
ず

開
封
し
て
内
容
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
給
付
係（
２
５
・
３
１

４
７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
、
脱
退

等
さ
れ
る
と
き
は
、
事
由
が
生
じ

た
時
か
ら
必
ず
14
日
以
内
に
届
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
る
場
合
は
、
14
日
を
過
ぎ
て
届

出
を
さ
れ
る
と
届
出
日
前
の
期
間

中
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
全
額
自

己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
加

入
の
届
出
日
で
は
な
く
、被
保
険

※必要書類が整っていれば 14 日前から手続きが可能です。
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収集日 収集地区
４月13日㈪

〜17日㈮
新川西・南区、前小畑２区、
後小畑、玉江浦 2 区

４月20日㈪
～24日㈮

平安古、城東中・北区、恵美
須町、樽屋町、今魚店町、米
屋町

４月27日㈪
～5月1日㈮ 霧口

５月11日㈪
～15日㈮

土原 1 区、江向全区、堀内、
城東南区、北古萩 1 区、吉田
町、古萩町、倉江、越ケ浜全
区、無田ヶ原口の 1、東田町
東区

５月18日㈪
～22日㈮

川島、土原 2 区、御許町、河
添、中津江全区、上野の 1・
2、船津、無田ヶ原、目代、県
住無田ヶ原団地、県住東萩
団地

５月25日㈪
〜29日㈮

浜崎新町 3 区、浜崎 1・3 区、
東浜崎町2 区、椿全域（椿
河内、椿、霧口、青海、笠屋除
く）、三見浦全区、三見蔵本、
中小畑

　

ハ
エ
、
蚊
等
の
害
虫
が
発
生
す

る
季
節
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
、

側
溝
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
市
で
は
側
溝
か
ら
出
た
汚

泥
を
表
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

○
側
溝
清
掃
は
、
汚
泥
収
集
計
画

表
の
収
集
日
直
前
の
土
曜
日
ま
た

は
日
曜
日
に
町
内
会
単
位
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日
を
変
更
さ
れ
る
町
内
会

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
町
内

会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
高
齢
の
方
や
病
弱
な
方
な
ど
清

掃
作
業
が
困
難
な
方
に
は
、
町
内

会
で
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
長
期
間
清
掃
せ
ず
汚
泥
が
堆
積

し
て
い
る
場
所
が
な
い
か
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
汚
泥
は
交
通
の
支
障
に
な
ら
な

い
場
所
に
ま
と
め
、
集
積
場
所
を

環
境
衛
生
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
汚
泥
以
外
の
ご
み
は
収
集
で

き
ま
せ
ん
。

○
収
集
車
が
入
れ
な
い
所
や
見
え

に
く
い
所
は
収
集
が
困
難
で
す
の

で
、
必
ず
広
い
道
路
、
通
路
ま
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
交
通
事
故
等
が
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

○
土
の
う
袋
で
の
回
収
に
ご
協
力

く
だ
さ
い（
ビ
ニ
ー
ル
袋
、段
ボ
ー

ル
箱
等
で
も
可
）。
土
の
う
袋
、

バ
ー
ル
、
蓋
上
げ
器
等
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
環
境
衛
生

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
６
６
１
）

側
溝
清
掃（
萩
地
域
）に
ご
協
力
を
！

■汚泥収集計画表

ア
ー
実
行
委
員
会

申
し
込
み

４
月
20
日
ま
で
に
、
福
栄
総
合
事

務
所
産
業
振
興
部
門（
５
２
・
０
１

２
１
）
へ

田
床
山
散
策
と
山
の
幸
を

味
わ
う
会

■
と
き　

４
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

■
と
こ
ろ　

田
床
山
中
央
広
場

※
現
地
集
合
が
困
難
な
方
は
、
申

込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

田
床
山
散
策
、
野
草
の

天
ぷ
ら
づ
く
り

※
雨
天
の
場
合
、
田
床
山
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
で
調
理
の
み
実
施
。

■
持
参
品　

弁
当
（
お
に
ぎ
り
程

度
）、
水
筒

※
山
歩
き
の
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
料　

３
０
０
円（
材
料
費
）

主
催
・
申
し
込
み

４
月
14
日
ま
で
に
、
農
林
振
興
課

（
２
５
・
４
１
９
４
）
へ

市
有
霊
園
使
用
者

　

田
万
川
地
域
の
市
有
霊
園
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
萩
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有

す
る

②
祭
事
を
主
宰
す
る

③
他
に
墳
墓
の
場
所
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い

④
１
年
以
内
に
使
用
す
る

■
必
要
書
類　

火
葬
許
可
証
ま
た

は
焼
骨
の
所
在
を
証
明
で
き
る
書

類■
募
集
期
限　

４
月
30
日

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
し
込
み

田
万
川
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部

門（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
０
）

墓地名 平野墓地

場所 上田万2036番地2

募集区画 2区画

使用面積 9.0㎡

永代使用料 22万5000円

管理料（年） なし

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
生
活
に
お
困
り
の
方

の
相
談
に
応
じ
、
自
立
に
向
け
た

支
援
を
行
う
た
め
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
し
た
。
専
門
相
談
員
が

問
題
の
解
決
に
向
け
て
支
援
を
行

い
ま
す
の
で
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
経
済

的
な
理
由
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮

者
（
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

■
支
援
の
内
容

①
自
立
相
談
支
援
事
業

　

相
談
者
の
課
題
解
決
の
た
め
の

支
援
計
画
を
作
成
し
、
生
活
の
安

定
や
就
労
支
援
な
ど
の
自
立
に
向

け
た
相
談
支
援
を
実
施

②
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

　

離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ

た
方
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
高

い
方
に
、
就
職
活
動
を
行
う
こ
と

な
ど
を
条
件
に
一
定
期
間
、
家
賃

相
当
額
を
支
給（
所
得
制
限
あ
り
）

問
い
合
わ
せ

福
祉
支
援
課
（
２
５
・
３
６
２
０
）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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萩
公
共
サ
ー
ビ
ス
社
員

■
業
務
内
容　

市
民
館
の
舞
台
装

置
、
機
械
設
備
の
操
作
お
よ
び
関

連
業
務　

■
募
集
人
員　

１
人

■
応
募
資
格　

昭
和
50
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方　
　

■
勤
務
日
・
時
間　

週
５
日
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
勤
務
あ
り
）、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
時
間
外
勤
務
あ
り
。

■
給
与　

社
内
規
定
に
よ
り
決
定

■
採
用
予
定
日　

６
月
１
日

■
応
募
方
法　

４
月
24
日
ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
郵

送
、
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１　

萩
市
椿

東
２
９
７
０
︲
９　

萩
公
共
サ
ー

ビ
ス
（
２
６
・
１
８
５
０
）

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
会
参

加
者

　

萩
市
は
、花
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
る
全
国
の
９
都

市
が
集
う
「
フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流

連
絡
協
議
会
」に
加
盟
し
、市
民
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
有
名

な
中な
か

富ふ

ら

の
良
野
町
で
開
催
さ
れ
る
フ

ラ
ワ
ー
都
市
交
流
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
４
日
（
土
）
〜
６

日
（
月
）（
２
泊
３
日
）

■
と
こ
ろ　

北
海
道
中
富
良
野
町

■
内
容　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
の
視

察
、
各
都
市
の
花
に
よ
る
地
域
づ

く
り
等
の
紹
介
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

12
万
５
０
０
０
円
程
度

■
主
催　

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連

絡
協
議
会

申
し
込
み

４
月
30
日
ま
で
に
、
都
市
計
画
課

（
２
５
・
３
１
６
０
）
へ

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術

展
の
作
品

　

６
月
13
日
〜
15
日
に
防
府
市
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
、山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。こ
の
美

術
展
で
の
優
秀
作
品
は
、10
月
に

開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
美

術
展
」に
出
品
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

60
歳
以
上
（
昭
和
31

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

■
募
集
作
品　

日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

※
１
人
１
点
、
未
発
表
作
品
に
限

る
。

■
申
込
方
法　

４
月
20
日
ま
で

に
、
高
齢
者
支
援
課
、
各
総
合
事

務
所
、
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

高
齢
者
支
援
課
（
２
５
・
３
１
３

７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口

部
門

江え
ふ
ね
だ
け

舟
岳
の
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
群
生
地
の
観
察
会

　

川
上
地
域
の
江
舟
岳
山
頂
（
標

高
約
６
０
０
ｍ
）
付
近
の
約
５
０

０
本
の
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
観
察

し
ま
す
。

■
と
き  

５
月
９
日
（
土
）、
10

日
（
日
）、16
日
（
土
）、17
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

江
舟
岳
山
頂
付
近

※
中
央
公
園
ま
た
は
川
上
公
民
館

前
に
自
家
用
車
で
集
合
。

■
講
師　

永
井
要よ
う
め
い
明
（
自
然
観
察

指
導
員
）

■
持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
カ
メ

ラ
、
雨
具
、
杖
な
ど　

主
催
・
申
し
込
み

　

市
で
は
、
ま
ち
の
空
間
や
人
々

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
講
座

を
開
設
し
ま
す
。

■
定
員　

各
10
〜
15
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
満

た
な
い
場
合
は
随
時
受
付
。

※
複
数
の
講
座
が
受
講
で
き
ま

す
。

■
受
講
料　

１
講
座
５
０
０
円

（
別
途
材
料
費
）

主
催
・
申
し
込
み

４
月
１
日
〜
15
日
に
、
中
央
公
民

館
（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

募集とき 　時間 演題 講師 ところ

5/28 ㈭ 13:30〜15:30 華道を通して萩の美を
学ぼう 桑

く わ ば

羽なゆこ 渡辺蒿蔵旧宅

6/5 ㈮

 9:30〜12:00

郷土料理を習おう
※レシピ本プレゼント 三浦康

や す よ

代

中央公民館7/24 ㈮ 手作り石鹸をつくろう 澄川眞
し ん じ

治

8/17 ㈪ ジーンズの色落ちとダ
メージを付ける 永

ながみね

嶺 直
すなお

9/12 ㈯ 13:30〜15:30 気軽に着物でまちなか
散歩 福間淳

じゅんこ

子 旧久保田家
住宅

10/29 ㈭
 9:30〜12:00

海・山食材の宝庫萩
地場食材の美味しい食
べ方

浅井朗
ろ う た

太

中央公民館
11/16 ㈪ ラテアートを描こう 中屋達也

12/18 ㈮ 13:30〜15:30 フルーツをお洒落なカ
ットで楽しいデザート 天

あまぬま

沼はるみ

1/14 ㈭ 未定 公募（企画書を提出し
てください） 公募

萩
ま
ち
な
か
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
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市
で
は
、
結
婚
に
よ
る
定
住
人

口
の
増
加
、
若
者
の
定
着
を
図
る

た
め
、
平
成
20
年
５
月
か
ら
結
婚

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
今

年
２
月
ま
で
の
登
録
者
は
、
３
１

７
人
（
男
性
１
７
０
人
、
女
性
１

４
７
人
）
で
、
そ
の
う
ち
23
組
が

成
婚
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
相
談

日（
毎
週
火
・
金
曜
日
、毎
月
第
１
・

３
土
曜
日
）に
加
え
、毎
月
１
回
日

曜
日
の
相
談
日
を
設
け
ま
す
。

　

相
談
は
、
市
が
委
嘱
し
た
専
門

相
談
員
が
受
け
、
登
録
さ
れ
た
方

同
士
を
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き
（
４
月
分
）　

４
月
３
日

（
金
）、
４
日
（
土
）、
７
日
（
火
）、

10
日
（
金
）、
14
日
（
火
）、
17
日

（
金
）、
18
日
（
土
）、
21
日
（
火
）、

24
日
（
金
）、
26
日
（
日
）、
28
日

（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
男
女

■
相
談
の
流
れ

①
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
日
時

を
予
約

②
結
婚
相
手
の
紹
介
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
相
談
所
備
え
付
け
の

申
込
書
を
記
入
、
提
出

③
登
録
者
の
中
か
ら
、
希
望
の
条

件
に
合
う
方
を
本
人
の
了
解
を
得

た
上
で
紹
介

■
登
録
時
の
必
要
書
類
等　

•
写
真
２
枚
（
上
半
身
を
１
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

•
独
身
証
明
書
１
通
（
本
籍
地
の

市
区
町
村
役
場
で
本
人
申
請
の
み

交
付
可
）

※
提
出
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
萩

市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ

き
、
適
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

結
婚
相
談
所

４
月
か
ら
月
１
回
、
日
曜
日
相
談
を
実
施

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
北
浦

自
然
観
察
会（
０
９
０
・
８
２
４
０

・
９
７
８
５
）
永
井
へ

野
口
雨う

じ
ょ
う情
コ
ン
サ
ー
ト
出

演
者

　

童
謡
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」
等
の
作

詞
者
、
野
口
雨
情
の
孫
で
、
野
口

雨
情
生
家
資
料
館
館
長
の
野
口

不ふ

じ

こ
二
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
９

月
５
日
に
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門　

合
唱
、
オ
カ
リ
ナ

■
参
加
料　

無
料
（
楽
譜
代
は
実

費
、
練
習
を
月
２
回
程
度
予
定
）

主
催
・
申
し
込
み

ま
ち
の
音
楽
劇
場
（
０
９
０
・
５

８
５
４
・
５
１
１
５
）
山
田

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
レ
ッ

ツ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
春
）」

■
と
き　

４
月
11
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

集
合
・
解
散

■
内
容　

藍
場
川
を
た
ど
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
持
参
品　

昼
食

※
弁
当
の
注
文
も
で
き
ま
す
。

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
保
険

代
、
資
料
代
な
ど
）

主
催
・
申
し
込
み　

４
月
９
日
ま
で
に
、
萩
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
（
２
１
・
７
５
０
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）
へ

萩
人
形
教
室 

参
加
者

　

歴
史
的
建
造
物
の
渡
辺
蒿こ
う
ぞ
う蔵

旧
宅（
江
向
）
で
萩
人
形
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
27
日
か
ら
原
則
毎

月
第
４
月
曜
日
（
全
12
回
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿
蔵
旧
宅

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

１
回
２
０
０
円

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド

協
会申

し
込
み　

４
月
20
日
ま
で
に
、
渡
辺
蒿
蔵
旧

宅
（
２
２
・
１
０
５
５
）
へ

中
央
公
民
館
教
室

　

平
成
27
年
度
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
報
４
月

１
日
号
と
一
緒
に
配
布
し
て
い

る
「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
メ

ニ
ュ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

■
内
容　

料
理
、お
菓
子
、パ
ン
、

健
康
、手
芸
、学
び
、英
会
話
、萩
ま

ち
な
か
カ
レ
ッ
ジ
、高
齢
者
学
級

主
催
・
申
し
込
み

４
月
１
日
〜
15
日
に
、
中
央
公
民

館
（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
春
期
）

　

萩
市
や
近
郊
に
お
住
い
の
外
国

人
の
方
が
円
滑
に
生
活
で
き
る
よ

う
、
基
礎
的
な
日
本
語
と
生
活
習

慣
を
習
得
す
る
た
め
の
日
本
語
講

座
で
す
。

■
と
き　

４
月
８
日
〜
７
月
８
日

の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時
（
全
12
回
）

※
４
月
29
日
、５
月
６
日
を
除
く
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

初
級
ク
ラ
ス

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
）

※
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
（
資
格
・
経
験
不
問
）。

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩（
０
９
０
・
７
７

７
８
・
５
７
５
９
）
中
嶋
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消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

４
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
司
法
書
士　

吉
武
要よ
う
い
ち一

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
０
９
９
９
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

４
月
14
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

人
権
相
談
（
家
庭
内
・

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
・
要
求
、
そ
の
他
人
権
に
関
わ

る
相
談
）、
行
政
相
談
（
国
の
仕

事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
）、
公
証
相
談
（
遺
言
書

な
ど
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と
）

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
３
３
７
３
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

４
月
22
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

長
な
が
た
に谷
義よ
し
あ
き明

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
４
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　

 
（
２
５
・
３
３
７
３
）

未
内
定
の
新
卒
者
・
既
卒

者
の
皆
さ
ん
へ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩
で
は
、
就
職

活
動
を
継
続
中
の
新
卒
者
・
既
卒

者
に
対
し
、
就
職
が
決
ま
る
ま
で

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
市
内
の
求

人
情
報
の
提
供
や
就
職
の
個
別
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩（
２
２・０
７
１
４
）

萩
市
民
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

５
月
10
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

女
性

■
チ
ー
ム
編
成　

行
政
区
単
位
で

編
成
。
た
だ
し
、
チ
ー
ム
編
成
が

困
難
な
場
合
は
、
隣
接
行
政
区
と

の
混
成
出
場
可
（
萩
地
域
以
外
は

地
域
単
位
で
の
チ
ー
ム
編
成
可
）。

25
歳
以
下
の
選
手
は
４
人
以
内
。

■
申
込
方
法　

５
月
１
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
八
景
遊
覧
船

桜
観
賞
コ
ー
ス
運
航

　

桜
の
見
ご
ろ
に
合
わ
せ
て
乗
船

客
へ
の
お
も
て
な
し
と
し
て
、
河

添
や
江
向
地
区
の
川
土
手
に
咲
く

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
桜
な
ど
約

２
７
０
本
が
楽
し
め
る
「
桜
観
賞

コ
ー
ス
」
を
運
航
し
て
い
ま
す
。

■
運
航
期
間　

４
月
12
日（
日
）ま

で 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
受
付

は
午
後
４
時
ま
で
）

■
発
着
場
所　

指
月
橋
そ
ば（
堀
内
）

■
所
要
時
間　

約
60
分
（
通
常
よ

り
20
分
程
度
延
長
）

■
料
金　

大
人
１
２
０
０
円
、
小

学
生
以
下
６
０
０
円（
通
常
料
金
）

問
い
合
わ
せ

萩
八
景
遊
覧
船

（
０
９
０
・
７
９
９
８
・
６
０
６
０
）

幕
末
燃
ゆ
！
萩
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
館

　

絵
の
中
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な

錯
覚
を
楽
し
め
る
、
萩
・
幕
末
を

題
材
と
し
た
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
館

を
開
館
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
７
月
28
日
の
萩
市
東
部

集
中
豪
雨
災
害
で
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
は
休

館
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
館
部
分
の

工
事
が
完
了
し
、
４
月
14
日
（
火
）

に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

本
館
の
展
示
は
、
す
べ
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

が
須
佐
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
習

で
き
る
資
料
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　

４
月
14
日
は
、午
前
10
時
の
式
典
終

了
後
か
ら
一
般
の
入
館
が
で
き
ま
す
。

■
主
な
展
示　

須
佐
の
ジ
オ
パ
ー
ク

関
係
、
須
佐
地
域
の
紹
介
、
永
代
家

被
災
し
た
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
が
再
オ
ー
プ
ン

老
益
田
氏
と
須
佐
、
須
佐
市
中
細
見

図
、郷
校
「
育い
く
え
い
か
ん

英
館
」、須
佐
唐か
ら
つ津

焼
、

久く
ば
ら原

房ふ
さ
の
す
け

之
助（
日
立
製
作
所
創
業
者
）

や
手
塚
猛た
け
ま
さ
昌
（
時
刻
表
の
父
）
ら
郷

里
の
偉
人
た
ち
な
ど

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

■
入
館
料　

大
人
３
１
０
円
、
子
ど

も
１
５
０
円
、
団
体
（
20
人
以
上
）

大
人
２
０
０
円
、
子
ど
も
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ

須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
（
０
８
３
８

７
・
６
・
３
９
１
６
）

※
た
だ
し
４
月
14
日
ま
で
は
須
佐
公

民
館（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
３
１
０
）。

■
と
き　

４
月
18
日（
土
）〜
５
月

31
日（
日
）、７
月
18
日（
土
）〜
26

日（
日
）、８
月
５
日（
水
）〜
30
日

（
日
）、11
月
７
日（
土
）〜
23
日（
月
・

祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

ジ
ョ
イ
２
０
１
（
田

町
商
店
街
）�

■
入
館
料　

高
校
生
以
上
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円
（
い

ず
れ
も
前
売
１
０
０
円
引
）　

■
主
催　

ま
ち
づ
く
り
の
会

販
売
・問
い
合
わ
せ

田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
２
６
・
２
２
０
１
）
槌
屋

須
佐
地
域
の
魅
力
が
学
べ
る
資
料
館
に
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県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

二
〇
一
五
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展

「
花
燃
ゆ
」

４
月
18
日（
土
）〜
５
月
24
日（
日
）

萩
に
松
陰
の
肖
像
６
幅
が
期
間
限

定
で
勢
揃
い　

　

４
月
18
日
〜
27
日
の
間
、
現
存

す
る
松
陰
自
賛
の
肖
像
の
原
本
が

史
上
初
め
て
勢
揃
い
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）

５
月
、
江
戸
護
送
の
幕
命
を
受
け

た
松
陰
が
、
杉
家
・
吉
田
家
と
門

下
生
４
人
に
形
見
と
し
て
与
え
た

も
の
で
、
松
陰
の
容
貌
と
魂
を
今

に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
「
花
燃
ゆ
」
展
は
、
東
京
・
前

橋
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
原
本

が
す
べ
て
揃
う
の
は
、
全
国
で
も

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
の

み
で
す
（
杉
家
本
は
、
４
月
28
日

以
降
は
レ
プ
リ
カ
展
示
と
な
り
ま

す
）。

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
講
座

「
吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
考
」

▽
講
師　

山
田
稔み
の
る（

県
立
山
口
博

物
館
学
芸
員
）　

４
月
19
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

講
座
室

■
定
員　

84
人

吉田家本
山口県文書館

【山口県指定有
形文化財】

杉家本
松陰神社（萩市）

【山口県指定有形
文化財】

品川本
京都大学附
属図書館

久坂本
松陰神社

（東京都）

岡部本
周南市美術
博物館

中谷本
個人蔵

４
月
２
日（
木
）〜
12
日（
日
）

山
口
伝
統
工
芸
展

　

日
本
工
芸
会
山
口
支
部
会
員
の

陶
芸
、
硯
、
金
工
、
漆
芸
の
４
部

門
の
作
品
を
展
示
。

◎
萩
市
の
受
賞
者  

▽
朝
日
新
聞

社
賞　

波
多
野
英ひ
で
お生（

堀
内
）▽
Ｎ

Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
賞　

岡
田
泰
や
す
し

（
椿
東
）

◆
会
員
に
よ
る
展
示
作
品
解
説

■
と
き　

４
月
４
日
（
土
）、
５

日
（
日
）、11
日
（
土
）、12
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

■
観
覧
料　

一
般
・
学
生
３
０
０

円
、
18
歳
以
下
・
70
歳
以
上
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日

■観覧料　一般 1200 円、70 歳以上・学生 1000 円
　　　　　18 歳以下は無料
■休館日　月曜日（４月27日、５月４日は開館）

　
「
尾
木
マ
マ
」こ
と
教
育
評
論
家

の
尾お

ぎ木
直な
お
き樹
さ
ん
に
よ
る
、幕
末

に
生
き
た
若
者
た
ち
を
お
手
本
と

し
た「
子
育
て
と
子
ど
も
の
成
長
」

に
つ
い
て
の
講
演
と
、子
ど
も
た

ち
が
歴
史
展
示
を
楽
し
く
学
べ
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
で
す
。

■
と
き　

５
月
10
日
（
日
）

①
講
演
会

■
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
演
題　
「
尾
木
マ
マ
先
生
の
幕

末
子
育
て
講
座
～
子
ど
も
が
活
躍

す
る
た
め
に
」

■
定
員　

８
０
０
人

■
入
場
料　

無
料

※
整
理
券
が
必
要
（
１
枚
で
４
人

ま
で
入
場
可
）。

■
申
込
方
法　

４
月
23
日
（
必

着
）ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、代
表
者
氏
名
、電

話
番
号
を
記
入
し
、〒
７
５
８
‐

８
５
５
５ 

萩
市
企
画
政
策
課「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
講
演
会
」係
へ
郵
送

②
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

■
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
２
時

■
と
こ
ろ　

県
立
萩
美
術
館
・
浦

上
記
念
館

■
内
容　

子
ど
も
の
た
め
の
特
別

鑑
賞
会

■
講
師　

尾
木
直
樹
、
道
ど
う
さ
こ迫
真し
ん
ご吾

（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

■
定
員　

小
中
学
生
40
人

■
参
加
料　

無
料

※
整
理
券
が
必
要
（
１
枚
で
１
人

が
参
加
可
）。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
者
は
①
の
講
演
会
に
も
参
加

（
４
人
ま
で
入
場
可
）
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法　

４
月
23
日
（
必

着
）ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、住
所
、氏
名
、学
年
、電
話
番

号
、保
護
者
名
、将
来
の
夢
を
記
入

し
、〒
７
５
３
‐
８
６
６
０ 

Ｎ
Ｈ

Ｋ
山
口
放
送
局
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ツ
ア
ー
」係
へ
郵
送

※
い
ず
れ
も
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

■
主
催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
、

萩
市問

い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
５
６
９
）

萩市合併 10 周年記念・
ＮＨＫ大河ドラマ特別展関連イベント

「尾木ママ先生の幕末子育て講座」＆
「子どもミュージアムツアー」参加者募集！

教
育
評
論
家
、法
政
大
学
教
授
。

１
９
４
７
年
生
ま
れ
。教
師
と
し
て

22
年
間
創
造
的
な
教
育
実
践
を
展
開

後
、大
学
教
員
に
転
身
、テ
レ
ビ
等
へ

の
出
演
多
数
。

講師 尾木直樹さん
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

10㊎ 似顔絵教室 16:00〜 明木図書館
11㊏ れんげの会「青空おはなし会」 10:30〜 須佐図書館
15㊌ としょかん通信をつくろう 16:00〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：6㊊、13㊊、15㊌
   　　　明木図書館：6㊊、12㊐、13㊊、15㊌

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

10:00 〜むつみ農村環境改善セ
13:30 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児相談
　福栄楽しく体を動かす会
●乳幼児相談

毎週㊌
9 ㊍

15 ㊌

田万川・須佐 地域
9:30 〜弥富公民館

9:30 〜須佐保セ
14:00 〜須佐保セ
9:30 〜田万川保セ

10:00 〜須佐郵便局

　弥富元気クラブ
　元気もりもり体操会
　みんなの健康運動教室
　萩市健康体操教室
　まちの保健室

8 ㊌
9 ㊍

10 ㊎
14 ㊋
15 ㊌

萩健康福祉センター ☎25・2667
8 ㊌

15 ㊌
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　心の健康相談（要予約）
　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウィルス検査
　（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　エイズ抗体即日検査（要予約）

13:30 〜
13:00 〜
13:00 〜

13:00 〜
14:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
9:00 〜萩市保セ

11:00 〜中央公園
13:30 〜越ケ浜介護予防セ

9:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ

13:30 〜三見公民館
13:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ

毎週㊋
毎週㊍

2 ㊍
3 ㊎
8 ㊌
9 ㊍

10 ㊎
14 ㊋
15 ㊌

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
　健康相談日（要予約）
　健康づくり応援隊体操
　越ケ浜グッドヘルス
●母子相談室
●1歳児集まれ教室（H26.4月生まれ）
　三見ソナタ
●3歳児健康診査
●1歳6か月児健康診査

5 ㊐ •萩市長杯争奪市内高等学校硬式野球大会
8:10〜萩スタジアム

14㊋ •川上地域職域ソフトバレーボール大会
19:00〜川上体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜

4 ㊏ 春のおもてなし
（定員：50人、参加料：100円） 13:30〜15:00

8 ㊌ ベビーマッサージ教室（定員：5組） 10:00〜11:30
10㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15
11㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
7㊋、14㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

9:30 〜川上保セ
10:00 〜川上保セ

　川上運動教室
●乳幼児相談

13 ㊊
15 ㊌

地域川上・旭

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
2 ㊍ 平成 27 年度当初予算の概要
9 ㊍ 平成 27 年度当初予算の主な事業

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○映画 妖怪ウォッチ　誕生の秘密
　だニャン！
○ST赤と白の捜査ファイル
○特別上映 楫取素彦物語
○ゴーン・ガール

〜4/5

〜4/10
4/4〜5/1

4/11〜4/24

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内
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情報カレンダー日月火水木金土
31 2 4

65 8 9 10 11
14

20 21
12 16 17 1815
19 24 2523
13

27 28293026
22

7

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

５日㊐
12日㊐

［内科］
［内外科］

須佐診療（須佐）
齋藤（阿武町）

08387・6・2540
08388・2・2838

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

1 ㊌
○萩八景遊覧船「桜観賞コース」運航 〜12日 　　　（9:00〜/堀内・指月橋そば） 外科 萩市民（椿） 25･1200
○萩人形「花燃ゆ」展 〜4/2 （9:00〜/渡辺蒿蔵旧宅）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

2 ㊍
○山口伝統工芸展 〜12日 （9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）外科 大藤（椿） 21・0002

内科 市原（塩屋町） 22・0184

3 ㊎
●萩城下の古き雛たち「流し雛」 （10:00〜/旧湯川家屋敷周辺の藍場川）外科 MP萩（堀内） 24・0082

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

4 ㊏
外科 かわかみ（椿東） 21･7538
内科 みやうち（椿） 25・2500

5 ㊐
●市役所の窓口開設 （8:30〜12:00/市役所本庁）内科・歯科（外科）

○吉田松陰顕彰吟詠コンクール全国大会 （9:30〜/サンライフ萩）休日急患診療センター（椿）26・1397

6 ㊊
外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

7 ㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 波多野（堀内） 25・2788

8 ㊌
●各小・中学校入学式 外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 柳井（橋本町） 22・0748

9 ㊍
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 藤原（土原） 22・0781

10㊎
●行政相談 （9:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 兼田（吉田町） 22・1113
●消費生活（多重債務）無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）内科 山本（椿東） 26・0077
●人権・行政相談 （10:00〜/旭活性化センター）小児科 いわたに（椿東） 24・2100

11㊏
○山口県議会議員一般選挙 大島・相島・見島地区投票日　　（7:00〜/各投票所）外科 めづき（土原） 22・2248

内科 全真会（玉江浦） 22・4106

12㊐
○山口県議会議員一般選挙 投開票日 （7:00〜/各投票所）内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397

13㊊
外科 花宮（平安古町） 25・8738
内科 市原（塩屋町） 22・0184

14㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/萩市社協田万川事務所）外科 田町（東田町） 24・1234
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/市役所）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

15㊌
○年金出張相談 （10:00〜/須佐総合事務所）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

16㊍
●行政相談

（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）

17㊎
●萩博物館「長州男児、愛の手紙」 〜6/21

※小児科は、10日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

１ →15日 日

月４
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※３月1日〜３月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

　国道 262 号を萩地域から川上地域方面へ進み、ガ
ソリンスタンドを左折して約 2.2km 進んだ後に右折、
県道笹尾筏場線を約 500m 進んだところの個人宅の
庭に、このシダレザクラが植えられています。
　庭先にそびえ立つこのシダレザクラは幹周 1.6ｍ、
樹高 7.0ｍあります。この立派なサクラも、以前、台
風で大枝が欠損したことがあります。しかし、大切に
管理されているお陰で、今でも開花時期には滝の水
が流れるように花が咲き、地域の春の美しい景観を
形成しています。この美しい樹形のシダレザクラを見
るため、開花時期には市内外の各地から多くの人が
訪れています。
　シダレザクラとしては、市内ではむつみ地域の山口
県指定天然記念物「辻山のシダレザクラ」、萩地域の
萩市指定保存樹木「南明寺のシダレザクラ」に次ぐ
幹周の大きさを誇っています。
※今回で「新保存樹木」は終了します。

筏
いかだば

場のシダレザクラ
（指定No.46）

新保存樹木 13

hagi表紙 須佐保育園が新たなスタート
園児の笑顔が復興のエネルギー

　３月17 日、須佐地域の復興のシンボルとして、新
しい須佐保育園が竣工。21 日の卒園式では７人の
園児が新しい園舎から巣立ちました。
　平成25 年７月の集中豪雨災害で園舎が被災した
ため、園児たちの安全と安心を配慮し、高台の青葉台
への移転新築となりました。
　木のにおいに包まれた新しい園舎に、28 人の園
児は嬉しそうな笑顔でいっぱいでした。
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